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　松崎名物「三八市」が今年も開催。訪
れた人たちを地元の「鬼嫁」たちがも
てなしました。（関連記事は 29ページ）

「鬼嫁」が魅
み

せる

松崎伝統「三八
市」



祝 　

昭
和
22
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
、
令
和
４
年
３
月
末
時
点
で

75
歳
以
上
と
な
る
町
内
在
住
の
人

は
２
８
８
５
人
。
こ
の
う
ち
48
人

が
、
10
月
２
日
に
水
明
荘
で
開
催

さ
れ
た
令
和
３
年
度
町
敬
老
会
に

出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
昨
年
行
わ

れ
る
予
定
だ
っ
た
令
和
２
年
度
町

敬
老
会
は
中
止
。
本
年
度
は
感
染

症
対
策
を
実
施
の
上
、
１
０
０
歳

以
上
、
米
寿
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

の
対
象
者
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

開
催
し
ま
し
た
。

　

祝
賀
行
事
で
は
、
初
め
に
宮
脇

正
道
町
長
が
「
今
日
の
社
会
を
築

き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
深
く

感
謝
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
も
、
身
体
機
能
維
持
の
た
め
の

適
度
な
運
動
や
身
近
な
人
と
の
交

流
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
元
気
に
楽

し
い
毎
日
を
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
」と
敬
老
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

次
に
参
加
者
た
ち
の
長
寿
を
祝

い
、
１
０
０
歳
以
上
、
米
寿
、
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を
迎
え
ら
れ
た
皆

さ
ん
に
、
宮
脇
町
長
が
祝
詞
と
記

念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

後
半
に
は
、
ビ
オ
ラ
奏
者
の
生

原
幸
太
さ
ん
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
岡

田
良
子
さ
ん
が
、
歌
謡
曲
「
上
を

向
い
て
歩
こ
う
」
な
ど
計
３
曲
の

生
演
奏
を
披
露
。
柔
ら
か
く
落
ち

着
い
た
ビ
オ
ラ
の
音
色
と
軽
快
な

リ
ズ
ム
を
刻
む
ピ
ア
ノ
の
ハ
ー
モ

ニ
ー
に
、
参
加
者
た
ち
は
手
拍
子

で
応
え
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

演
奏
中
に
懐
か
し
そ
う
に
歌
詞
を

口
ず
さ
む
参
加
者
の
姿
も
あ
り
、

会
場
は
温
か
い
空
気
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
当
日
は
「
園
児
作
品
展
」

と
題
し
、
町
内
の
こ
ど
も
園
の
園

児
た
ち
が
描
い
た
お
祝
い
の
絵
を

展
示
。
そ
れ
ら
絵
の
鑑
賞
を
楽
し

ん
だ
り
、
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ

せ
た
旧
友
と
の
会
話
を
楽
し
ん
だ

り
す
る
参
加
者
の
様
子
も
見
ら
れ

ま
し
た
。　

【
参
考
】

　

令
和
３
年
度
町
敬
老
会
対
象
者

数
（
９
月
10
日
時
点
）
は
▼
75
歳

以
上
＝
２
８
８
５
人
▼
１
０
０
歳

以
上
＝
34
人
▼
米
寿
＝
１
２
０
人

▼
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
＝
18
組
―
で

し
た
。

敬老会10 月２日 in 水明荘
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毎
年
11
月
22
日
は
、
日
付
の
語

呂
合
わ
せ
か
ら『
い（
１
）い（
１
）

夫
婦
（
２
２
）
の
日
』
と
呼
ば
れ
、

こ
れ
に
関
連
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
企

画
が
日
本
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
本
号
で
は
、
今
年
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
婚
（
結
婚
60
年
）
を
迎
え
ら

れ
た
伊
澤
昭
敏
・
民
子
さ
ん
ご
夫

婦
に
、
夫
婦
円
満
の
秘ひ

け
つ訣
を
伺
い

ま
し
た
。

―
―
結
婚
60
年
を
振
り
返
っ
て
い

か
が
で
す
か
。

昭�

敏
・
民
子　
日
々
を
過
ご
し
な

が
ら「
ま
た
１
年
ま
た
１
年
…
」

と
思
っ
て
い
た
ら
、
い
つ
の
間

に
か
60
年
た
っ
て
い
ま
し
た
。

大
き
な
病
気
も
な
く
、
順
調
に

過
ご
し
て
こ
れ
ま
し
た
。

―
―
普
段
、
ご
夫
婦
で
一
緒
に
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

昭�

敏　

私
た
ち
は
梨
農
家
な
の

で
、　

農
作
業
を
協
力
し
て

や
っ
て
い
ま
す
。
梨
作
り
は
一

人
で
は
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。

朝
早
く
か
ら
日
が
暮
れ
る
ま
で

作
業
を
し
ま
す
が
、
家
内
が
手

伝
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
心
の
支

え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
―
こ
の
人
と
結
婚
し
て
良
か
っ

た
な
と
思
っ
た
瞬
間
は
。

昭�

敏　
常
々
、
妻
と
結
婚
し
て
良

か
っ
た
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
時
も
隣
に
い
て
く
れ
る

こ
と
は
特
別
な
こ
と
で
す
が
、

そ
の
特
別
感
を
出
さ
ず
、
当
た

り
前
の
よ
う
に
そ
ば
に
い
て
く

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
：
伊
澤
昭
敏
・
民
子
さ
ん
ご
夫
婦
（
中
興
寺
）

互
い
の
立
場
を
尊
重
し
、
感
謝
を
忘
れ
な
い

れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
感
謝
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

民�

子　
（
し
ば
ら
く
考
え
て
）
こ

う
い
う
と
き
に
パ
ッ
と
で
て
こ

な
い
と
こ
ろ
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね（
笑
）。夫
は
、こ
れ
ま
で
ず
っ

と
健
康
で
い
て
く
れ
て
ま
す
の

で
、
体
の
心
配
を
す
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
で
す

か
ね
。

―
―
最
後
に
、
夫
婦
円
満
の
秘
訣

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

昭�

敏
・
民
子　
人
は
、
気
を
付
け

な
い
と
考
え
方
が
自
分
本
位
に

な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
な

の
で
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て

考
え
や
気
持
ち
を
理
解
し
よ
う

と
す
れ
ば
、
自
然
と
良
い
関
係

が
築
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
特
に
年
月
を
重
ね
た
夫

婦
こ
そ
、
普
段
か
ら
そ
う
い
う

気
持
ち
で
い
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
ま
あ
、
現
実
に

は
な
か
な
か
そ
う
は
い
き
ま
せ

ん
け
ど
ね
（
笑
）。
あ
と
は
相
手

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
も
大
事
で

す
。
自
分
一
人
で
は
生
き
ら
れ

ま
せ
ん
か
ら
ね
。
相
手
が
困
っ

て
い
た
ら
、
助
け
て
あ
げ
る
心

の
余
裕
を
持
つ
こ
と
で
す
ね
。

ご自宅の前でダイヤモンド婚の祝詞を手にする伊澤
昭敏さん（左）と民子さん（右）ご夫婦。「人様に
自慢できるほど大した夫婦じゃないですよ」と照れ
くさそうに質問に答える２人にこちらもほっこりし
ました。これからも、夫婦仲良くお過ごしください。

11月22日は
いい夫婦の日

内閣総理大臣から長寿のお祝い

町内の 100 歳高齢者へ記念品など贈呈
　多年にわたり社会の発展に寄与してきたことへの感謝を込め、
本年度 100 歳を迎える高齢者に対し内閣総理大臣からお祝い状と
記念品が贈られました。そこで町では、10 月８日に宮脇正道町長
が山﨑春子さん（埴見）他４人を訪問し、贈呈式を行いました。
　令和３年度に 100 歳を迎える町内高齢者は 18 人。宮脇町長は
「100歳おめでとうございます。これからもお元気でいてください」
との言葉を送り、記念品などを手渡しました。 お祝い状を受け取る山﨑さん（左）

祝
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【問い合わせ】
役場子育て支援課（℡ 35-5325）

■入園手続き
【新たに入園を希望する人】
　10 月 28 日から、役場子育て支援課および東郷・泊
各支所で入園案内と申込書を配布しています。入園案
内に記載の必要書類を添えて、受付場所に提出してく
ださい。なお、申込書などは町ホームページでも取得
できます。
【在園中の人】
　11 月初旬に現況届を送付します。引き続き同じ園

▼�町外の保育施設に入園を希望する場合でも、町に入園申し込みが必要です。
▼�今後出産予定で、令和４年度中に入園を希望する人など、年度中途に入園を希望す
る場合も期間内に申し込みをお願いします。
▼�希望者数が利用定員を超えた場合は、選考および入園調整を行います。
※先着順ではありません。

注意事項―――

■認定区分の種類
認定区分 対象 利用施設 保育必要量
教育認定
（１号） 満３歳以上で、保育を必要としない子ども 認定こども園・幼稚園 教育標準時間

保育認定
（２号）

満３歳以上で、下表の「保育を必要とする
理由」に該当する子ども

認定こども園・保育所 保育標準時間
または保育短時間保育認定

（３号）
満３歳未満で、下表の「保育を必要とする
理由」に該当する子ども

保育必要量 保育を必要とする理由

保育標準時間 月 120 時間以上の就労、妊娠・出産、災害復旧、事情により子
どもを保護する必要がある場合など

保育短時間 月 48 時間以上 120 時間未満の就労、求職活動、育児休業など
※「保育標準時間」に認定された場合でも、「保育短時間」や「教
育標準時間（満３歳以上児のみ）」に変更できます。それ以外の人
も、世帯状況などによって認定区分を変更できる場合があります。

■保育必要量

受付期間
11 月５日（金）～ 25日（木）

受付場所
▼役場子育て支援課および東郷・泊各支所
▼町内こども園および保育所
※在園児またはその兄弟姉妹に限ります。

に入園を希望する場合は現況届を、転園を希望す
る場合は入園申込書を、それぞれ必要書類を添え
て提出してください。
■認定手続き
　こども園などを利用するためには、教育または
保育の必要性などに応じた支給認定を受ける必要
があります。認定区分および利用施設は、入園申
込書などの内容を基に町が決定し、令和４年２月
下旬にお知らせする予定です。

令
和
４
年
度
の

入
園
児
を
募
集

　
令
和
４
年
度
の
認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
所

な
ど
の
入
園
児
を
募
集
し
ま
す
。
入
園
を
希

望
す
る
場
合
は
、
申
込
書
お
よ
び
必
要
書
類

を
受
付
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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■町内の認定こども園・保育所一覧
施設名 所在地 運営主体 利用定員 電話番号 施設種別

はわいこども園 光吉 107 番地 1 町 160 人 35-4111 認定こども園
たじりこども園 田後 781 番地 2 町 120 人 35-2074 認定こども園
ながせこども園 はわい長瀬 544 番地 町社会福祉協議会 140 人 35-5501 認定こども園
とうごうこども園 門田３番地 町 130 人 32-1800 認定こども園
まつざきこども園 中興寺 192 番地 1 町 60 人 32-0510 認定こども園
あさひこども園 泊 1175 番地 7 町 100 人 34-2136 認定こども園
わかばこども園 宇谷 606 番地 1 町 60 人 34-2126 認定こども園
太養保育園 方地 511 番地 1 社会福祉法人太養保育園 30 人 32-2127 保育所
ニチイキッズ

湯梨浜ながえ保育園 長江 202 番地６ ㈱ニチイ学館 30 人 32-2320 保育所

■町内施設の時間区分

■保育料基準額（月額）※表は令和３年度の基準額になります。

階層区分 定義

３歳未満児 ３歳以上児
保育認定（３号） 保育認定（２号） 教育認定（１号）
保育
標準時間

保育
短時間

保育
標準時間

保育
短時間

教育
標準時間

第１ 生活保護世帯
無料

無料

第２ 前年度分の市町村民税
非課税世帯

第３ 48,600 円未満 12,000 円 11,000 円

第４

４ｰ１ 48,600 円以上
57,700 円未満

19,000 円 17,000 円
４ｰ２ 57,700 円以上

77,101 円未満

４ｰ３ 77,101 円以上
97,000 円未満 20,000 円 18,000 円

第５
５ｰ１ 97,000 円以上

133,000 円未満 27,000 円 25,000 円

５ｰ２ 133,000 円以上
169,000 円未満 28,000 円 26,000 円

第６ 169,000 円以上
301,000 円未満 30,000 円 27,000 円

第７ 301,000 円以上
397,000 円未満 32,000 円 29,000 円

第８ 397,000 円以上 35,000 円 32,000 円

前
年
度
分
の
市
町
村
民
税
の
所
得
割
額
が
、

次
の
区
分
に
該
当
す
る
世
帯

※表の基準額は、一部変更になる場合があります。
※複数の児童が同時入園する場合や、第３子以降の児童が入園する場合などは、保育料が減額または免除されます。
※３歳以上児（１号・２号認定）の保育料は、令和元年10月からの幼児教育・保育の無償化により無料となりま
したが、主食費や副食費（おかず、おやつ代）の負担があります。

　各認定における時間区分は次のとおりです。認定された時間区分以上に保育・教育
を必要とする場合は、延長保育や一時預かり保育を利用できます。
▼保育標準時間：７時 30 分～ 18 時 30 分
　（延長保育：７時～７時 30 分、18 時 30 分～ 19 時 30 分）
※ニチイキッズ湯梨浜ながえ保育園　７時～ 18 時（延長保育：18 時～ 19 時）
▼保育短時間：８時 30 分～ 16 時 30 分
　（延長保育：７時～８時 30 分、16 時 30 分～ 19 時 30 分）
※ニチイキッズ湯梨浜ながえ保育園　（延長保育：７時～８時30 分、16時 30 分～19 時）
▼教育標準時間：８時 30 分～ 15 時 30 分
　（一時預かり保育：７時～８時 30 分、15 時 30 分～ 19 時 30 分）
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　家庭・職場での「家族の日」「家族の週間」の取り
組みや出来事、家族の絆などをテーマにした作品を募
集します。入賞作品は、令和４年２月 27 日（日）に
開催予定の「町男女共同参画フォーラム 2022」で表彰、
展示します。
　詳しくは、役場および東郷・泊各支所、中央公民館
および各分館に設置しているチラシをご覧ください。
■応募内容　▼小・中学校の部＝標語
　▼一般の部＝俳句、川柳
■応募資格　町内に在住または通勤・通学している人
■応募期限　令和４年１月 14 日（金）
■応�募方法
　住所、氏名（ふりがな）、電話番号、勤務先または
学校名・学年を作品に明記し、役場企画課に送付して
ください。
■注�意事項
　▼１人３点まで応募できますが、自作で未発表のも
のに限ります▼作品にはふりがなを付けてください
▼応募作品の一切の権利は町に帰属します▼入賞作
品は、町広報紙やホームページなどで活用させていた
だきます
■申�し込み・問い合わせ
　役場企画課（〒 682-0723、久留 19 番地１、℡
35-5311、FAX35-3697、メールアドレス：ykikaku@
yurihama.jp）

11
月
19
日（
金
）は

　「
ゆ
り
は
ま
家
族
の
日
」

　
町
で
は
、
11
月
の
第
３
金
曜
日
を
「
家
族
の
日
」、
そ
の
週
を
「
家
族
の

週
間
」
と
し
、
家
庭
内
で
の
役
割
分
担
を
見
直
し
て
絆
を
深
め
る
運
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。「
家
族
全
員
で
食
事
を
す
る
」「
家
事
の
役
割
分
担
を

見
直
す
」
な
ど
、
こ
の
機
会
に
家
族
の
絆
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

家族への思いを込めた
作品を募集します！

■募集人員　２人（委員数５人）
■任期　12 月 21 日～令和５年 12 月 20 日
■応募資格　次の全ての要件に該当する人
①町内在住または在勤で 18 歳以上の人
　（高校生を除く）
②平日の日中開催する審議会に出席できる人
■�応募方法　
　町男女共同参画審議会委員に応募する理由・
動機について 400 字程度にまとめ、住所・氏名・
年齢・電話番号・職業などを記載した申込書を

役場企画課に提出してください。提出はファク
スまたはメールでも可能です。申込書は、役場
企画課または東郷・泊各支所窓口にてお求めく
ださい。また、町ホームページからも取得でき
ます。
■応募期限　11 月 19 日（金）必着
■問い合わせ・申請先
　役場企画課（〒 682-0723　久留 19 番地１、
℡ 35-5311、FAX35-3697、メールアドレス：
ykikaku@yurihama.jp）

町男女共同参画審議会委員を募集！
　町では、男女共同参画社会の形成推進
に関する施策および需要事項を調査審
議するため、審議会委員を募集します。
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家
族
み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

「
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」に
取
り
組
も
う

　
　家

族
み
ん
な
で
取
り
組
も
う

　

電
子
メ
デ
ィ

ア
を
長
時
間
使

う
生
活
を
送
る

と
、
睡
眠
不
足

や
食
欲
不
振
、

集
中
力
の
低
下
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

影
響
が
出
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
電
子
メ
デ
ィ
ア
を

全
く
使
わ
ず
に
生
活
す
る
こ
と
は

困
難
で
す
。そ
こ
で
、電
子
メ
デ
ィ

ア
を
適
切
に
利
用
す
る
こ
と
（
メ

デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
が
大
切

で
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
取

り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
家
族
の
会

話
が
増
え
て
絆
が
深
ま
る
だ
け
で

な
く
、
電
子
メ
デ
ィ
ア
か
ら
受
け

る
刺
激
や
ス
ト
レ
ス
が
減
り
、
心

の
安
定
や
安
眠
、
生
活
習
慣
の
改

善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
　日

常
生
活
を
見
直
し
て
み
よ
う

▼�

個
室
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

ゲ
ー
ム
を
す
る
時
間

を
減
ら
し
、
リ
ビ
ン

グ
や
居
間
で
家
族
と

過
ご
そ
う

▼�

テ
レ
ビ
を
見
る
と
き
は
、
ど
う

し
て
も
見
た
い
番
組
を
決
め
て

家
族
で
見
よ
う

▼�

ゲ
ー
ム
を
す
る
と
き
は
１
人
で

す
る
の
で
は
な
く
、
家
族
み
ん
な

で
楽
し
め
る
方
法
を
考
え
よ
う

▼�

電
子
メ
デ
ィ
ア
を
使
用
す
る
時

間
を
決
め
て
、
適
切
な
睡
眠
を

取
ろ
う

▼�

少
な
く
と
も
ベ
ッ
ド
に
入
る
１

時
間
前
に
は
電
子
メ
デ
ィ
ア
の

　
11
月
19
日
は「
ゆ
り
は
ま
家
族
の
日
」、15
日
～
21
日
は「
家
族
の
週
間
」で
す
。

こ
の
機
会
に
テ
レ
ビ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
ゲ
ー
ム
な
ど
の
電
子
メ
デ
ィ
ア
と

の
付
き
合
い
方
を
見
直
し
、
家
族
と
過
ご
す
時
間
を
増
や
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

電
源
を
切
ろ
う

ぬ
く
も
り
伝
え
る　

　
秒
の
愛
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

町
で
は
「
ぬ
く
も
り
伝
え
る
10

秒
の
愛
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
が
話
し

を
す
る
と
き
、
ど
ん
な
に
忙
し
く

て
も
10
秒
間
は
子
ど
も
と
向
き
合

い
、
ぬ
く
も
り
を
伝
え
よ
う
と
い

う
取
り
組
み
で
す
。
た
か
が
10

秒
、
さ
れ
ど
10
秒
。

10
秒
の
積
み
重
ね

が
大
き
な
愛
に
な

り
、
子
ど
も
の
安

心
感
や
自
信
の
源

に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
人

権
推
進
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
６
７
）

10

子どもへの虐待を防ごう！

　「虐待かも…」。以下に挙げる様子に気付いたら、
相談・通告をお願いします。
【�子どもの様子】▼小さな子どもを１人にしている

▼子どもが大声で怒鳴られている▼子どもの体に不
自然なあざがある▼子どもが不潔な衣服を着ている
▼子どもと保護者の視線が合わない、表情が乏しい
【�保護者の様子】▼子どもの養育に関して拒否的・無

関心▼子どもが受けた外傷や状況と保護者の説明の
つじつまが合わない▼小さい子どもを家に置いたま
まにする▼家庭内が著しく不衛生である▼地域など

と交流が少なく孤立している
■児童相談所虐待対応ダイヤル　℡ 189（いちはやく）
　ダイヤルは直接児童相談所につながります。また
通告・相談は匿名かつ無料で行うことができ、秘密
は固く守られます。１本の電話で救われる子どもが
います。虐待の早期発見は子どもだけでなく、その
保護者を救うことにもつながります。虐待かどうか
悩む場合でも、ためらわずご連絡ください。
■令和３年度児童虐待防止月間標語
　「１８９   だれかじゃなくて   あなたから」

あなたの気付きが子どもを守ります

　11 月は児童虐待防止月間です。子どもの健やか
な育ちと人権を守っていくためには、できるだけ早
く虐待に気付き、支援につなげることが大切です。

【問い合わせ】
役場子育て支援課（℡ 35-5321）
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歳入総額
12,566,108

町税
1,450,343

地方交付税
4,321,596

国庫支出金
3,102,921 

分担金及び負担金
70,841

使用料及び手数料
99,527

諸収入
157,062 

県支出金
709,105

その他
  1,119,829

町債
1,534,884

総務費
3,776,418

民生費
2,869,655

土木費
1,071,812

教育費
1,264,444

衛生費
667,327

公債費
1,292,522

その他
847,112

農林水産業費
493,505

歳出総額
12,282,795

町の令和２年度決算（一般会計・特別会計・企業会
計）が９月定例議会で承認されました。一般会計

を中心に、令和２年度の決算状況と令和３年度予算（９
月 30日現在）の執行状況についてお知らせします。

一般会計歳入
収入済額

〔単位：千円〕

支出済額
〔単位：千円〕

一般会計歳出

〔単位：千円〕
町税の内訳

一般会計歳入
その他の内訳 単位：千円

区分 金額
地方譲与税 69,802
利子割交付金 1,852
配当割交付金 6,038

株式等譲渡所得割交付金 6,657
法人事業税交付金 3,459
地方消費税交付金 321,975
環境性能割交付金 5,187
地方特例交付金 17,741

交通安全対策特別交付金 1,283
財産収入 10,564
寄附金 139,261
繰入金 266,899
繰越金 269,111

一般会計歳出
単位：千円その他の内訳

区分 金額
議会費 84,318
商工費 464,760
消防費 283,348
災害復旧費 14,686

【問い合わせ】
役場総務課（℡ 35-5301）

令和２年度決算と
令和３年度予算執行状況

決算と予算執行状況

0

300000 600000 900000 1200000 1500000

町民税
650,619

固定資産税
638,325

軽自動車税
65,676

たばこ税
86,292

入湯税
9,431

令和２年度決算状況
（継続費・繰越明許費を含む）
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特別会計 単位：千円 財産現在高状況
単位：㎡土地および建物

決算と予算執行状況

区分 収入済額 支出済額
住宅新築資金等貸付事業特別会計 2,404 2,404

高齢者及び障がい者住宅整備資金貸付事業特別会計 45 45
国民健康保険事業特別会計 1,840,038 1,837,450
後期高齢者医療特別会計 189,966 189,900
介護保険特別会計 1,952,578 1,924,651
温泉事業特別会計 13,279 11,296
下水道事業特別会計 1,010,258 1,001,192

農業集落排水処理事業特別会計 221,123 220,860
長瀬財産区特別会計 734 569
橋津財産区特別会計 190 163
宇野財産区特別会計 2,109 1,943
舎人財産区特別会計 75 46
東郷財産区特別会計 468 337
花見財産区特別会計 88 51

水道事業会計
公営企業会計

単位：千円
区分 決算額（収入） 区分 決算額（支出）

損益勘定 231,682 損益勘定 208,487
　営業収益 212,730 　営業費用 197,216
　営業外収益 18,952 　営業外費用 10,930
　特別利益 - 　特別損失 341
資本勘定 - 　予備費 -
　企業債 - 資本勘定 97,761
　土地売却原価 - 　建設改良費 69,529
　工事負担金 - 　企業債償還金 28,232
　他会計負担金 -
　出資金 -

国民宿舎事業特別会計 単位：千円
区分 決算額（収入） 区分 決算額（支出）

損益勘定 90,310 損益勘定 183,021
　営業収益 75,959 　営業費用 183,017
　営業外収益 14,351 　営業外費用 4
資本勘定 96,660 　予備費 -
　企業債 72,900 資本勘定 23,760
　一般会計繰入金 23,760 　長期借入金 -

　建設改良費 23,760

地方債現在高状況 単位：千円
区分 金額

一般会計 12,960,192
下水道事業特別会計 3,359,834

農業集落排水処理事業特別会計 741,062
水道事業会計 478,065

国民宿舎事業特別会計 108,300

区分 土地 建物
公有財産 958,952 109,573
長瀬財産区 87,709 -
橋津財産区 25,108 -
宇野財産区 8,346 58
舎人財産区 930,683 -
東郷財産区 8,182,410 -
花見財産区 3,311,666 -

有価証券 単位：千円
区分 金額

鳥取中央有線放送㈱株券ほか３件 27,200

出資による権利 単位：千円
区分 金額

中部ふるさと市町村圏振興事業出資金 59,264
㈶ゆりはま温泉公社出資金 10,000
水道事業出資金ほか９件 510,563

基金および積立金 単位：千円
区分 金額

財政調整基金 2,391,685
減債基金 1,096,466

土地開発基金（現金） 62,721
土地開発基金（貸付金） 69,339
土地開発基金（土地） 203,681（㎡）
公共施設等建設基金 98,681

福祉基金 42,207
ふるさと農村活性化基金 53,994

歴史民俗資料館施設整備基金 2,000
羽合漁港建設事業推進基金 7,500
新エネルギー整備促進基金 15,099

グラウンドゴルフ発祥地大会基金 3,870
教育振興基金 2,645

元気なまちづくり基金 8,413
地域振興基金 6,844

ふるさと振興まちづくり基金 1,620,000
ふるさと湯梨浜応援基金 137,697

光ファイバーネットワーク施設整備基金 1,510
促進住宅整備基金 152,168

天女のふる里・東郷湖「花」基金 6,533
グラウンド・ゴルフ国際化推進基金 6,384

ジュニアグラウンド・ゴルフ発祥地大会基金 3,200
森林整備基金 4,919

新型コロナウイルス感染症関連融資利子補給基金 39,380
鉄道駅舎施設基金 5,000

国民健康保険財政調整基金 73,071
介護給付費等準備基金 90,015
温泉事業推進基金 31,540

長瀬財産区財政調整基金 77,977
橋津財産区財政調整基金 30,252
宇野財産区財政調整基金 80,821
舎人財産区財政調整基金 489
東郷財産区財政調整基金 7,725

東郷財産区公有林野整備基金 96,291
花見財産区財政調整基金 412

令
和
２
年
度
は
、
国
や
県
補

助
金
、
町
債
な
ど
を
有
効

に
活
用
し
、
コ
ロ
ナ
禍
克
服
や
住

民
生
活
の
た
め
の
施
策
を
重
点
的

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

主
に
▼
防
災
行
政
情
報
無
線
の

更
新
▼
旧
中
学
校
跡
地
利
用
検
討

事
業
▼
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

▼
総
合
計
画
策
定
事
業
▼
町
営
住

宅
建
替
事
業
▼
た
じ
り
こ
ど
も
園

施
設
整
備
事
業
▼
脱
フ
レ
イ
ル

大
作
戦
▼
Ｓ
Ｉ
Ｂ
を
活
用
し
た
自

治
体
連
携
事
業
▼
中
央
公
民
館
泊

分
館
建
設
事
業
▼
定
額
給
付
金
給

付
事
業
▼
事
業
継
続
支
援
臨
時
給

付
金
事
業
▼
観
光
産
業
復
興
事
業

▼
災
害
等
緊
急
対
策
資
金
利
子
補

給
補
助
金
▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
克
服
商
品
券
発
行
事
業
▼
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
機
材
等
整
備
事
業（
小
・

中
学
校
）
―
な
ど
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
承
認
さ
れ
た
令
和
２

年
度
決
算
は
、
一
般
会
計
の
歳
入

が
１
２
５
億
６
６
１
１
万
円
、
歳

出
が
１
２
２
億
８
２
８
０
万
円

で
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
事
業
に
係

る
財
源
１
３
９
６
万
円
を
含
め
、

差
し
引
き
２
億
６
９
３
５
万
円
の

黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
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一般会計歳入
（予算額）
収入済額

〔単位：千円〕

（予算額）
支出済額

〔単位：千円〕

一般会計歳出

【収入】

【支出】

水道事業会計
公営企業会計

国民宿舎事業特別会計
【収入】

【支出】

一般会計歳入
その他の内訳（右グラフ）

一般会計歳出

特別会計 単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

令和３年度予算執行状況
（継続費・繰越明許費を含む）

※令和３年９月末現在

本
年
度
は
、
中
央
公
民
館
泊
分
館
建
設
事

業
、
旧
中
学
校
校
舎
等
の
解
体
、
旧

中
学
校
跡
地
利
用
検
討
事
業
、
町
営
住
宅
建

替
事
業
、
こ
ど
も
園
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業
、

羽
合
漁
港
施
設
整
備
事
業
、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
を
活
用

し
た
自
治
体
連
携
事
業
な
ど
、
各
種
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
補
正
予
算
で
は
、
自
治
会
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
用
品
等
整
備
事
業
、

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
、
泊
駅
舎
新
築

改
修
工
事
事
業
、
元
気
い
っ
ぱ
い
高
齢
者
応

援
事
業
、
７
月
豪
雨
災
害
復
旧
事
業
な
ど
の

経
費
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

決算と予算執行状況

区分 予算額 収入済額 支出済額
住宅新築資金等貸付事業特別会計 2,154 1,249 22
高齢者及び障がい者住宅整備資金貸付事業特別会計 4,045 ‐ 19
国民健康保険事業特別会計 1,862,514 845,064 739,431
後期高齢者医療特別会計 191,637 66,300 65,839
介護保険特別会計 1,964,135 808,030 847,908
温泉事業特別会計 8,810 4,873 1,629
下水道事業特別会計 1,860,389 133,501 549,409

農業集落排水処理事業特別会計 197,667 13,906 73,975
長瀬財産区特別会計 1,003 189 39
橋津財産区特別会計 1,593 1,306 57
宇野財産区特別会計 1,419 607 484
舎人財産区特別会計 76 29 10
東郷財産区特別会計 6,504 535 182
花見財産区特別会計 89 37 10

区分 予算額 収入済額
損益勘定 260,002 121,363
資本勘定 11,364 -

区分 予算額 支出済額
損益勘定 225,892 50,109
資本勘定 129,165 36,483

区分 予算額 収入済額
損益勘定 170,231 43,205
資本勘定 42,927 2,299

区分 予算額 支出済額
損益勘定 228,991 82,296
資本勘定 3,732 2,299

区分 予算額 収入済額
地方譲与税 69,068 21,780
利子割交付金 1,857 630
配当割交付金 6,600 1,372

株式等譲渡所得割交付金 6,553 -
法人事業税交付金 5,193 5,778
地方消費税交付金 352,019 186,752
環境性能割交付金 5,171 1,787
地方特例交付金 65,045 17,257

交通安全対策特別交付金 1,555 640
財産収入 8,648 3,248
寄附金 170,000 75,690
繰入金 247,486 -
繰越金 283,313 283,313
町債 1,808,903 -

区分 予算額 支出済額
議会費 117,824 42,264
商工費 353,623 129,879
消防費 277,775 135,030

災害復旧費 591,091 7,439
予備費 28,904 -

単位：千円

予算額 
11,568,677

支出済額 
3,258,366

使用料及び
手数料

（102,734）
41,195

その他
（3,031,411）

598,247

分担金及び
負担金
（83,340）

26,698

諸収入
（124,267）

25,330
県支出金
（829,158）

72,775
国庫支出金
（1,654,341）

436,340

地方交付税
（4,321,028）

3,135,868

総務費
（1,660,578）

448,995

民生費
（2,999,921）

1,033,554

農林水産業費
（609,327）

117,751

衛生費
（876,684）

329,949

公債費
（1,198,102）

460,036

予算額 
11,568,677

収入済額 
5,247,545

町税
（1,422,398）

 911,092

教育費
（1,812,590）

464,371

その他
（1,369,217）

314,612

土木費
（1,042,258）

89,098
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令
和
３
年
度

　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果

　
学
力
調
査
の
結
果

　

学
力
調
査
は
、
本
年
度
は
小
学

校
で
は
国
語
と
算
数
、
中
学
校
で

は
国
語
と
数
学
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
町
立
小
学
校
の
結
果
は
、
全

国
平
均
と
比
較
し
て
国
語
・
算
数

と
も
同
程
度
で
し
た
。
ま
た
町
立

中
学
校
も
、
国
語
・
数
学
と
も
同

程
度
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

分
野
別
の
結
果
に
つ
い
て
、
小

学
校
国
語
で
は
「
目
的
や
意
図
に

応
じ
て
、
理
由
を
明
確
に
し
な
が

ら
、
自
分
の
考
え
が
伝
わ
る
よ
う

に
書
き
表
し
方
を
工
夫
す
る
」
こ

と
な
ど
「
書
く
こ
と
」
が
全
国
平

均
に
比
べ
高
い
結
果
で
し
た
。「
文

章
全
体
の
構
成
を
捉
え
、
内
容
の

中
心
と
な
る
事
柄
を
把
握
す
る
」

こ
と
な
ど
の
「
読
む
こ
と
」
が
低

い
結
果
で
し
た
。
小
学
校
算
数
で

は
「
二
つ
の
コ
ー
ス
の
道
の
り
の

差
の
求
め
方
と
答
え
を
書
く
」
こ

と
な
ど
の
「
測
定
」
や
「
問
わ
れ

て
い
る
デ
ー
タ
を
二
次
元
の
表
に

分
類
整
理
す
る
」
こ
と
な
ど
の

「
デ
ー
タ
活
用
」
が
や
や
低
い
結

果
で
し
た
。
中
学
校
国
語
・
数
学

は
ど
の
分
野
と
も
全
国
平
均
と
同

程
度
の
結
果
で
し
た
。

　

今
後
、
児
童
生
徒
が
主
体
的
に

学
習
に
取
り
組
み
、
対
話
を
重
視

し
な
が
ら
考
え
を
深
め
た
り
広
げ

た
り
し
て
力
を
伸
ば
し
て
い
け
る

よ
う
、
さ
ら
な
る
授
業
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
学
習
状
況
調
査
の
結
果

　

学
習
状
況
調
査
で
は
「
地
域
の

行
事
に
参
加
す
る
」
割
合
が
、
小

　
５
月
27
日
に
、小
学
６
年
生
と
中
学
３
年
生
を
対
象
に
「
全

国
学
力・学
習
状
況
調
査
」が
２
年
ぶ
り
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

中
学
校
と
も
全
国
平
均
を
20
ポ
イ

ン
ト
以
上
上
回
り
、「
難
し
い
こ

と
で
も
、
失
敗
を
恐
れ
な
い
で
挑

戦
し
て
い
る
」「
学
習
活
動
に
お
け

る
学
級
で
の
話
合
い
を
生
か
し
て
、

自
分
が
努
力
す
べ
き
こ
と
を
決
め

て
取
り
組
ん
で
い
る
」
割
合
も
小

中
学
校
と
も
に
全
国
平
均
を
９
ポ

イ
ン
ト
以
上
上
回
り
ま
し
た
。

　

ま
た
「
自
分
の
考
え
を
伝
え
た

り
友
達
の
考
え
を
聞
い
た
り
し

て
、
進
ん
で
友
達
と
話
し
合
っ
て

い
る
」
と
い
っ
た
項
目
に
つ
い
て

肯
定
的
回
答
を
し
た
児
童
生
徒
ほ

ど
、
正
答
率
が
高
い
傾
向
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
学
校
の
授
業
時
間
以

外
に
学
習
す
る
時
間
に
つ
い
て

は
、
各
家
庭
の
ご
協
力
に
よ
り
前

回
と
比
べ
て
小
中
学
校
の
結
果
と

も
学
習
時
間
が
伸
び
て
い
ま
す
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
今
後
も

町
内
の
小
中
学
校
と
連
携
し
、
教

師
の
授
業
力
向
上
と
と
も
に
家
庭

教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
し
た
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
に
関
す
る
各
町
立

小
中
学
校
の
結
果
と
分
析
に
つ
い

て
は
各
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
、
町
教
育
委
員
会
と
し
て
の
詳

し
い
分
析
に
つ
い
て
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
全
国
平
均
に
比
べ
、
プ
ラ
ス
マ

イ
ナ
ス
３
㌫
未
満
を
同
程
度
、
プ

ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
３
㌫
以
上
８
㌫
未

満
を
や
や
高
い
（
や
や
低
い
）、

プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
８
㌫
以
上
を
高

い
（
低
い
）
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ　

　

町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課　

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
６
４
）

区分 教科 町 県 全国

小学校
国語 65％ 64％ 64.7％
算数 69％ 69％ 70.2％

中学校
国語 64％ 63％ 64.6％
数学 56％ 56％ 57.2％

【町内小中学校の学力調査の正答率】

※自治体の平均正答率は小数点第１位を四捨五入した整数で公表
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ゆ
り
は
ま
ヘ
ル
シ
ー
く
ら
ぶ
健
康
コ
ラ
ム

令
和
４
年
の
会
員
募
集
を

開
始
し
ま
す　

　

令
和
４
年
の
「
ゆ
り
は
ま
ヘ
ル

シ
ー
く
ら
ぶ
」
会
員
を
募
集
し
ま

す
。
歩
数
や
消
費
カ
ロ
リ
ー
を
測

定
で
き
る
活
動
量
計
を
身
に
着

け
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
中
心
と
し

た
運
動
で
健
康
づ
く
り
を
行
う
事

業
で
す
。
体
脂
肪
や
筋
肉
量
な
ど

が
測
定
で
き
る
体
組
成
計
や
血
圧

計
も
併
用
し
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で

健
康
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
一
緒
に
楽
し
く
健
康
づ
く
り

を
し
ま
し
ょ
う
。

■�
事
業
期
間　

　

令
和
４
年
１
月
１
日
（
土
・
祝
）

～
12
月
31
日
（
土
）

■�

参
加
条
件　

　

満
20
歳
以
上
で
、
町
内
在
住
ま

た
は
在
勤
し
て
い
る
人

■
年
会
費　
千
円

■�

特
典　

　

歩
数
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が
付

き
、
貯た

め
た
ポ
イ
ン
ト
は
景
品
と

交
換
で
き
ま
す
。（
カ
タ
ロ
グ
ギ

フ
ト
、
町
指
定
ご
み
袋
、
タ
ニ
タ

監
修
メ
ニ
ュ
ー
用
金
券
）

■
受
付
期
間　

　

11
月
８
日
（
月
）
～
30
日
（
火
）

※
期
間
後
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

■�

手
続
き
方
法　

　

新
規
に
参
加
を
希
望
す
る
場
合

は
、
会
員
申
込
書
に
年
会
費
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込

事業担当者の健康記録
　専用サイト「からだカルテ」のメニューの一つである「健
康番付」をご存じでしょうか。自分の目標設定を行うことで、
相撲の番付に見立てたランクが表示されるものです。
　目標設定後 11 カ月の私のランクは「新弟子」。このラン
クは、体組成の状態で評価されるのですが、「新弟子」は 15
ランク中２番目の格付け。「大横綱」までは先が長いようです。
　ランク評価だけでなく、健康状態に応じてポイントも付与
されますので、歩数のデータ送信と併せて、皆さんも月に１
回は体組成測定をしてくださいね。

項目 R3.7.1 R3.8.3 R3.9.1 R3.10.1
体脂肪率 13.8％ 15.8％ 14.5％ 14.3％
筋肉量 44.5kg 44.3kg 45.3kg 45.6kg

基礎代謝レベル 燃えやすい 燃えやすい 燃えやすい 燃えやすい
体型判定 標準 標準 標準 標準

当月の１日平均歩数 7,159 歩 6,235 歩 6,648 歩 ―

事業担当
（35 歳・男）

書
は
、
役
場
健
康
推
進
課
お
よ
び

東
郷
・
泊
各
支
所
に
備
え
付
け
て

い
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

取
得
で
き
ま
す
。

更
新
手
続
き
も

併
せ
て
行
い
ま
す　

　

既
に
会
員
と
な
っ
て
い
る
人
に

は
、
個
人
宛
に
更
新
案
内
通
知
を

お
送
り
し
ま
す
。
引
き
続
き
参
加

を
希
望
す
る
場
合
は
、
同
封
の
申

込
書
に
年
会
費
を
添
え
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ
５
３
７
５
）
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 2 学びイベント
【男女のコミュニケーションセミナー】
■日時　11 月６日、11 月 20 日
　12 月４日
※ いずれも土曜日で 20 時～ 21 時 30 分
■�場所　オンラインミーティングソフト

「Zoom」によるオンライン開催
■参加資格　県内在住の人
■参加費　無料

今年の　

恋活応援企画は

イベントがもりだくさん！

【プロに教わるスマホ写真教室】
■日時　11 月７日、令和４年１月 23 日
　２月６日
※ いずれも日曜日で 10 時～ 12 時
■場所　谷本種苗園芸
■募集人数　男女各 10 人程度 / 回
■参加資格　県内在住の独身男女で
　25 歳～ 39 歳程度（中部在住者優先）
■参加費　500 円 / 回
■申込期限　10 月 24 日（日）

【プロに教わるクリスマスリース教室】
■日時　① 11 月 21 日② 12 月 12 日
※ いずれも日曜日で 10 時～ 12 時
■場所　谷本種苗園芸
■募集人数　男女各 10 人程度 / 回
■参加資格　県内在住の独身男女で
　① 25 歳～ 39 歳程度（中部在住者優先）
　② 20 歳～ 29 歳程度（　　　〃　　　）
■参加費　1,500 円 / 回
■申込期限　① 11 月７日（日）
　② 11 月 28 日（日）

【やさしい自然派スイーツ教室】
■日時　12 月５日、令和４年１月 16 日
※ いずれも日曜日で 10 時～ 12 時
■場所　打吹回廊
■募集人数　男女各 10 人程度 / 回
■参加資格　県内在住の独身男女で
　25 歳～ 39 歳程度（中部在住者優先）
■参加費　500 円 / 回
■申込期限　11 月 21 日（日）

 1出会いイベント
【婚活個別相談会】
■日程　11 月～令和４年２月の平日夜また
は土日祝日の昼（全 40 枠）
※日時の詳細は、申し込みフォームを確認
してください。
■場所　オンラインまたは対面
※対面の場合は、メイプル㈲セミナールー
ムで行います。
■参加資格　20 歳以上の独身男女
　（うち、20 枠は 40 歳以上の人優先）
■参加費　無料
■�備考　イベントごとに年齢などの参加条件

が異なりますのでご注意ください。また対
面によるイベントは、新型コロナウイルス
感染症の感染状況により、延期・中止また
は内容が変更となる場合があります。

 3 相談イベント

 4えんトリー・ナコード
登録イベント

　ボランティアの仲人（縁ナビ）が面談を
行い、あなたの結婚にふさわしいお相手を
ご紹介します。
■日時　11 月 28 日（日）
　13 時 30 分～ 15 時 30 分
■�場所　打吹回廊
■募集人数　20 人
■参加資格　県中部地区在住の独身男女
■参加費　無料
■申込期限　11 月 14 日（日）

　中部１市４町と鳥取中部ふるさと広域連合
が主催する出会い応援イベントを開催しま
す。新型コロナウイルス感染症対策を徹底し
て実施しますので、安心してご参加ください。

■�詳細・申し込み方法　123＝インターネット
専用申し込みフォーム（https://pro.form-mailer.
jp/lp/74762f93234643）からお申し込みください。
4＝メール（t-entry@dune.ocn.ne.jp 宛て）で
お申し込みください。送信の際▼件名＝ 11/28
中部イベント申込▼本文＝名前、性別、年齢、
住所、電話番号―を記載の上、お送りください。
■�問い合わせ　123＝恋活企画運営事務局 メ
イプル㈲（℡ 27-1139）、4＝えんトリー（鳥
取出会いサポートセンター）（℡ 0857-30-5151）
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認
知
症
を
理
解
し
よ
う
！

第
６
回
　
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
て
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う

　

糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
生
活

習
慣
病
の
早
期
発
見
・
治
療
が
遅

れ
る
と
重
症
化
し
て
い
く
よ
う

に
、
認
知
症
も
進
行
性
の
疾
患
の

た
め
、
放
置
し
て
い
る
と
症
状
が

悪
化
し
て
い
き
ま
す
。
認
知
症
で

は
な
い
か
と
心
配
に
な
っ
た
ら
迷

わ
ず
受
診
す
る
こ
と
が
大
切
で
す

が
、
本
人
や
家
族
の
認
知
症
に
対

す
る
理
解
が
で
き
て
い
な
い
こ
と

や
、
認
知
症
で
あ
る
こ
と
を
認
め

た
く
な
い
と
い
っ
た
思
い
か
ら
相

談
や
受
診
が
遅
く
な
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

　

し
か
し
、
軽
度
認
知
障
害
（
軽

い
記
憶
障
害
な
ど
は
あ
っ
て
も
基

本
的
に
は
日
常
生
活
に
支
障
の
無

い
状
態
）
で
あ
れ
ば
、
脳
の
活
性

化
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
運

動
と
い
っ
た
適
切
な
対
応
を
す
れ

ば
、
認
知
症
へ
の
進
行
を
食
い
止

め
た
り
正
常
に
戻
っ
た
り
す
る
人

も
い
ま
す
。

　

ま
た
広
報
ゆ
り
は
ま
７
・
８
月

号
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
認
知
症

は
、
そ
の
原
因
や
タ
イ
プ
に
よ
っ

て
そ
の
後
の
生
活
上
の
注
意
点

～
受
診
に
つ
い
て
～

【相談・問い合わせ】
役場長寿福祉課
（地域包括支援センター）
（℡ 35-5378）■受診はどこに行けばいいの？

【かかりつけ医（普段受診をされている病院など）】
内科、神経内科、脳神経内科、精神科
心療内科、脳神経外科など

【基幹型】認知症疾患医療センター
鳥取大学医学部付属病院（西部）（℡ 0859-38-6755）
【地域型】認知疾患医療センター

倉 吉 病 院（ 中 部 ）（ ℡ 26-1015）、 渡 辺 病 院（ 東 部 ）
（0857-39-1151）、 養 和 病 院（ 西 部 ）（ ℡ 0859-29-

5311）、西伯病院（西部）（℡ 0859-66-5269）
認知症専門医療機関

⇨紹介 ⇨
落
ち
着
い
た
ら

初期対応

日常支援

詳細な診断

専門医相談

受診

や
治
療
方
法
も
変
わ
っ
て
く
る
の

で
、
そ
の
見
極
め
の
た
め
に
医
師

の
診
断
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
何

ら
か
の
病
気
が
原
因
で
認
知
症
の

症
状
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
病
気
の
治
療
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
何
科
を
受
診
し
た
ら
良
い

か
迷
っ
た
と
き
は
、
か
か
り
つ
け

医
に
相
談
し
適
切
な
医
療
機
関
を

紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

認
知
症
が
心
配
な
人
は
日
常
生

活
の
状
況
を
踏
ま
え
、
う
つ
病
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
精
神
科
疾
患
と
の

鑑
別
、
認
知
症
の
原
因
疾
患
の
診

断
を
専
門
的
に
行
っ
て
い
る
認
知

症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
の
受
診
を

お
勧
め
し
ま
す
。
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町 国
区分 期末手当 勤勉手当 区分 期末手当 勤勉手当
  6 月期 1.3 月分 0.95 月分   6 月期 1.3 月分 0.95 月分
12月期 1.25 月分 0.95 月分 12 月期 1.25 月分 0.95 月分

区分 自己都合 定年
勤続 20 年 19.6695 月分 24.586875 月分
勤続 25 年 28.0395 月分 33.27075 月分
勤続 35 年 39.7575 月分 47.709 月分
最高限度額 47.709 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置２～ 45％加算

扶養手当

配偶者 6,500 円
子 10,000 円
その他の扶養家族（父母など） 6,500 円
満 16 歳から 22 歳までの子に対
する加算額 5,000 円

住居手当 上限額 28,000 円で、借家など居住形態によっ
て支給

通勤手当
上限額 55,000 円で、交通機関などを利用する
者には運賃などの相当額を、自動車などの使用
者には通勤距離の区分に応じて支給

管理職手当 職責に応じて 23,000 円から 60,000 円の範囲で支給

職員数
（A）

給与費 １人当たり
の給与費
（B/A）給料 職員手当 期末・

勤勉手当 計（B）

185 人 619,776
千円

72,596
千円

245,215
千円

937,587
千円

5,068
千円

※職員手当には退職手当を含みません。
※給与費は令和３年度当初予算に計上された額です。

職員給与費の状況（令和３年度普通会計予算）

一般行政職 技能労務職

平均
年齢

平均給料
月額

平均給与
月額

（手当含む）

平均
年齢

平均給料
月額

平均給与
月額

（手当含む）

43.6 歳 303,574
円

341,347
円 46.0 歳 237,691

円
248,866

円

福祉職 看護・保健職

平均
年齢

平均給料
月額

平均給与
月額

（手当含む）

平均
年齢

平均給料
月額

平均給与
月額

（手当含む）

35.6 歳 250,893
円

269,781
円 42.8 歳 275,100

円
296,650

円

職員の平均年齢、平均給料・給与月額

※令和３年４月１日現在

区分 町 国

一般行政職
大学卒 ー 182,200 円
高校卒 150,600 円 150,600 円

技能労務職 高校卒 147,900 円 147,900 円

職員の初任給（令和３年４月１日現在）

区分 平成30年度 令和元年度 ２年度
町 92.7 92.3 92.5

県市町村平均 96.2 96.0 95.9

国との給料月額の水準比較（ラスパイレス指数）

※ラスパイレス指数…国を 100 とした場合の割合を示
す指数です。100 より大きいと平均給料が国を上回り、
100 より小さいと国を下回っていることを表します。

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 計
標準的な
職務内容 主事 主事 係長

副主幹
課長補佐
主幹

課長
所長 課長 ー

職員数 22 人 21 人 37 人 14 人 26 人 ４人 124 人
構成比 17.8％ 16.9％ 29.8％ 11.3％ 21.0％ 3.2％ 100％

一般行政職の級別職員数（令和３年４月１日現在）

職員手当
❶期末・勤勉手当（令和２年度）

❷退職手当

❸その他の手当

区分 給料月額

給料
町長 827,000 円
副町長 662,000 円
教育長 621,000 円

報酬
議長 331,000 円
副議長 240,000 円
議員 224,000 円

期末手当
（令和２年度支給割合）

町長

　6月期 1.70 月分
12 月期 1.65 月分 

副町長
教育長
議長
副議長
議員

特別職の報酬など（令和３年４月１日現在）

町職員の給与公表
　地方公務員法と町条例に基づき、令和３
年度の町職員の給料などをお知らせします。
【問合せ】役場総務課（℡ 35-3112）
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下
水
道
使
用
に
当
た
り
、
一
人
一
人
が
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

下
水
道
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
！

下
水
道
に
流
し
て
は

い
け
な
い
も
の　

■
水
洗
ト
イ
レ
で
は

　

水
洗
ト
イ
レ
に
は
、
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
紙
は
絶
対
に

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
水
に
溶

け
や
す
い
紙
や
紙
お
む
つ
、
生
理

用
品
、薬
品
容
器（
か
ん
腸
な
ど
）、

た
ば
こ
や
ガ
ム
、
ビ
ニ
ー
ル
な
ど

を
流
す
と
詰
ま
り
の
原
因
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
誤
っ
て
下
着
や
タ

オ
ル
を
落
と
し
た
場
合
は
、
必
ず

取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。
最
近
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
た
め
に
マ
ス
ク
の
使
用

が
増
え
、
マ
ス
ク
が
誤
っ
て
流
さ

れ
、
詰
ま
り
の
原
因
に
な
っ
た
事

例
も
あ
り
ま
す
。

■
台
所
で
は

　

野
菜
く
ず
、
残
飯
、
天
ぷ
ら
油

は
排
水
管
に
流
す
と
管
が
詰
ま
っ

た
り
、
排
水
設
備
の
機
能
が
低
下

し
た
り
す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

野
菜
く
ず
は
、
よ
く
水
を
切
っ

て
か
ら
燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
す

か
、
生
ご
み
処
理
機
な
ど
で
処
理

し
て
く
だ
さ
い
。
天
ぷ
ら
油
な
ど

は
、
固
形
化
し
て
か
ら
処
分
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
油
汚
れ
は
、
調
理

で
使
用
し
た
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー

な
ど
で
拭
き
取
っ
て
か
ら
洗
い
ま

し
ょ
う
。

■
洗
濯
の
際
に
は

　

合
成
洗
剤
に
含
ま
れ
る
リ
ン

は
、
終
末
処
理
場
で
処
理
し
て
も

取
り
除
く
こ
と
が
困
難
で
す
。
無

リ
ン
洗
剤
を
適
正
量
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

■
お
風
呂
場
や
洗
面
所
で
は

　
町
内
の
下
水
道
管
や
下
水
ポ
ン
プ
施
設
に
お
い
て
、
異
物
の
詰

ま
り
の
原
因
に
よ
る
故
障
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
下
水
道
を
使
用

す
る
場
合
に
は
、次
の
点
に
注
意
し
て
正
し
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

髪
の
毛
や
せ
っ
け
ん
な
ど
の
固

形
物
を
流
す
と
、
排
水
管
が
詰
ま

る
原
因
と
な
り
ま
す
。
排
水
口
の

目
皿
に
た
ま
っ
た
髪
の
毛
な
ど

は
、
流
さ
ず
に
小
ま
め
に
取
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
は
流
さ
な
い

　

揮
発
性
の
高
い
危
険
物
を
流
す

と
、
管
の
中
で
爆
発
し
た
り
管
を

損
傷
さ
せ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
る

の
で
、
絶
対
に
流
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

役
場
建
設
水
道
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
２
９
）

　春から秋にかけて、キャンプやハイキング、農作
業など山や草むらで活動する機会が多くなる時期で
す。野山に生息するダニに咬

か

まれることで、重症熱
性血小板減少症候群（SFTS）、ダニ媒介脳炎、日本
紅斑熱、つつが虫病、ライム病などに感染すること
があります。
■ダニに咬まれないためのポイント
▼�肌の露出を少なくする＝帽子や手袋を着用し、首
にタオルを巻くなどする
▼�長袖・長ズボン・登山用スパッツなどを着用する
＝シャツの裾はズボンの中に、ズボンの裾は靴下
や長靴の中に入れる
▼足を完全に覆う靴を履く＝サンダルなどは避ける
▼�明るい色の服を着る＝ダニを目視で確認しやすく

する
※上着や作業着は家の中に持ち込まないようにしま
しょう。また屋外活動後は入浴し、ダニに咬まれて
いないか確認をしましょう。特に、脇の下、足の付
け根、手首、膝の裏、胸の下、頭部（髪の毛の中）
などに注意しましょう。
■ダニに咬まれた時の対処法
▼�無理に引き抜こうとせず、医療機関（皮膚科など）
で処置をしてもらいましょう。
▼�数週間程度は体調の変化に注意をし、発熱などの
症状が認められた場合は医療機関で診察を受けて
ください。
■問い合わせ
　役場健康推進課（℡ 35-5375）

ダニにご注意ください！
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過疎地域（泊地域）固定資産税課税免除
　町内（泊地域）の産業振興を図るため、一定
の条件に該当する固定資産を取得した場合、対
象資産に対して３年間固定資産税を免除します。
免除を受けようとするときは申告が必要です。
申告用紙は、町ホームページで取得できます。
■区域　泊地域
■対象者　青色申告をする個人または法人
■�業種　製造業、旅館業、農林水産物等販売業、
情報サービス業
■対象資産　土地、家屋、償却資産
※事業用に供されるもの。なお、土地について
は取得後１年以内に家屋建設に着手するものが
対象です。

■取得価格要件　
　年間合計 500 万円以上
※製造業・旅館業については▼資本金５千万
円超１億円以下の法人＝１千万円以上▼資本金
１億円超の法人＝２千万円以上―となります。
■取得対象期間　
　令和３年４月１日～令和６年３月 31 日
■申告期限　１月 31 日
　（前年の取得状況を申告）
■問い合わせ　
　役場町民課（℡ 35-3117）

湯
梨
浜
町
過
疎
地
域

　
　
持
続
的
発
展
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　
過
疎
地
域
の
現
状　

　

泊
地
域
（
旧
泊
村
）
は
過
疎
地

域
活
性
化
特
別
措
置
法
に
よ
り
、

平
成
２
年
に
過
疎
地
域
に
指
定
さ

れ
て
以
来
、
種
々
の
過
疎
施
策
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
総
人
口
は
昭
和
50
年
か
ら
平

成
27
年
ま
で
の
40
年
間
で
30
・
２

㌫
減
少
し
、
人
口
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
15

歳
以
上
29
歳
未
満
の
若
年
者
比
率

は
昭
和
50
年
の
21
・０
㌫
に
対
し
、

平
成
27
年
は
12
・
０
㌫
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
比
率
は
13
・
４
㌫
に

対
し
、
33
・
９
㌫
と
町
内
で
も
少

子
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
地
域

で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
過
疎
地
域
の

持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特

別
措
置
法
が
令
和
３
年
４
月
１
日

に
施
行
さ
れ
、
本
地
域
が
引
き
続

き
過
疎
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
策
定
ま
で
の
経
過
と

今
後
の
取
り
組
み

　

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

委
員
12
人
か
ら
構
成
さ
れ
る
策
定

委
員
会
を
設
置
し
、
全
３
回
の
委

員
会
で
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
当

　
町
で
は
こ
の
ほ
ど
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の
「
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
本
計
画
に
基
づ
き
、
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
泊

地
域
に
お
い
て
、
総
合
的
か
つ
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
形
成
、
地
域
活
力
の
さ
ら
な

る
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
計
画
書
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

該
地
域
の
持
続
的
発
展
に
つ
い

て
、
策
定
委
員
お
よ
び
関
係
者
が

意
見
を
交
わ
し
、
計
画
案
を
ま
と

め
、
町
民
の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら
の

意
見
公
募
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
）
を
経
て
、
９
月
議
会
定
例
会

に
上
程
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
本
計
画
に
基
づ
き
、
豊

か
な
自
然
環
境
、
地
域
固
有
の
伝

統
文
化
、
住
民
間
の
温
か
な
関
係

性
と
い
っ
た
当
該
地
域
の
強
み
を

将
来
に
継
承
し
、
急
激
な
社
会
経

済
状
況
の
変
化
に
対
応
し
な
が

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
終
息
後
を
見
据
え
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

役
場
企
画
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
０
４
）
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全国統一防火標語『おうち時間   家族で点検   火の始末』

■住宅用火災警報器を設置しましょう
　住宅用火災警報器は、住宅への設置が義務付
けられています。大切な命を守るため、１日も
早い設置をお願いします。また警報器は定期的
に点検し、電池切れなどに注意してください。
　なお、町や消防署が住宅用火災警報器や消火
器を訪問販売したり、特定の業者に販売・点検
を依頼したりすることはありません。高額で売
りつけるなど悪質な訪問販売にご注意ください。

■住宅防火―いのちを守る七つのポイント―
【三つの習慣】

①寝たばこをしない②ストーブは燃えやすいも
のから離れた位置で使用する③ガスコンロなど
のそばを離れるときは必ず火を消す
【四つの対策】

①住宅用火災警報器を設置する②住宅用消火器
などを設置する③寝具・カーテンは防炎品を使
用する④隣近所の協力体制をつくる

秋季全国火災予防運動

　11 月９日（火）から 15 日（月）にかけて、秋季全
国火災予防運動が実施されます。町民一人一人が防火意
識を高め、火災から大切な命や財産を守りましょう。

【問い合わせ】
湯梨浜消防署（℡ 35-2713）

国
民
健
康
保
険
を

　
や
め
る
と
き
は
手
続
き
が
必
要
で
す

必
ず
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う　

　

就
職
な
ど
で
職
場
の
健
康
保
険

に
加
入
し
た
場
合
は
、
町
が
発
行

し
た
国
民
健
康
保
険
証
は
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
職
場
の

健
康
保
険
に
加
入
し
て
も
、
国
民

健
康
保
険
を
や
め
る
手
続
き
は
自

動
的
に
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

や
め
る
手
続
き
を
し
な
い
ま
ま

で
い
る
と
、
職
場
の
健
康
保
険
と

国
民
健
康
保
険
と
で
保
険
料
が
二

重
に
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料
を
余
分
に
納
め

た
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
を
や

め
る
手
続
き
を
行
っ
た
月
の
翌
月

に
精
算
し
ま
す
。

　

な
お
、
職
場
の
健
康
保
険
に
加

入
し
た
後
、
国
民
健
康
保
険
証

を
使
っ
て
医
療
機
関
に
か
か
っ
た

場
合
は
町
が
負
担
し
た
医
療
費
を

返
納
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
国
民
健
康
保
険
証
を
医
療

機
関
で
使
用
し
た
場
合
、
医
療
費

の
う
ち
２
～
３
割
は
本
人
が
負
担

し
、
残
り
の
７
～
８
割
は
町
が
負

担
し
ま
す
。
他
の
健
康
保
険
に
加

入
し
た
日
以
降
に
本
町
の
国
民
健

康
保
険
証
を
使
用
し
た
場
合
は
、

町
が
負
担
し
た
７
～
８
割
の
医
療

費
を
返
納
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

返
納
し
た
医
療
費
は
、
職
場
で
加

入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
療
養
費

と
し
て
請
求
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

次
の
よ
う
な
時
は

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す　

▼�

就
職
や
勤
務
条
件
の
変
更
に
よ

り
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し

た
場
合

▼�

家
族
が
勤
め
て
い
る
職
場
の
健

康
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
っ
た

場
合

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

本
人
確
認
書
類
、
国
民
健
康
保

険
証
、
職
場
で
新
た
に
加
入
し
た

健
康
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険
を

や
め
る
人
全
員
分
が
必
要
で
す
）

■
申
請
窓
口

　

役
場
健
康
推
進
課
お
よ
び
東

郷
・
泊
各
支
所

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
以
下
、「
国
民
健
康
保

険
証
」
と
い
う
。）
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。
や
め
る
際
は
、
そ
の

手
続
き
と
国
民
健
康
保
険
証
の
返
還
を
お
願
い
し
ま
す
。

【問い合わせ】
役場健康推進課（℡ 35-5372）
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令和３年度こころの健康づくり講演会
　「なかなか寝付けない…」「ぐっすり眠った気
がしない…」「若い頃と比べて睡眠時間が減っ
た」―など睡眠についてお困りなことや気にな
ることはありませんか。臨床心理士が皆さんに、
ぐっすり眠るヒントをお伝えします。
■講師　今北哲平氏（鳥取生協病院・臨床心理士）
■日時　12 月４日（土）14 時～ 15 時
※講演会終了後、15 時 20 分頃まで個別相談の
時間を設けます。
■場所　役場講堂
■参加費　無料
■�申し込み　
　役場健康推進課にお問い合わせください。

■�プログラム　▼第１部＝「不眠のしくみにつ
いて」「その睡眠の知識って本当？クイズで
正しい睡眠を知ろう」▼第２部＝「眠れない
夜にすぐできる！　今日からぐっすりリラク
セーションの伝授」
■�その他　新型コロナウイルス感染症予防のた

め、マスクを着用していただくとともに、体
調のすぐれない人は参加をお控えください。
また本事業は、ゆりはまヘルシーくらぶのポ
イント対象事業です。講演会に参加していた
だくと、100 ポイントをプレゼントします。

※100 ポイント＝ 20 ポイント（８千歩分）× ５日分
■問い合わせ 　役場健康推進課（℡ 35-5375）

いい睡眠でこころもからだも健康に！

医
療
費
が
高
額
に
な
り
そ
う
な
と
き
は
―

限
度
額
適
用
認
定
証
の
申
請
を
！

医
療
費
支
払
い
前
の

申
請
を
お
勧
め
し
ま
す　

　

保
険
証
を
使
っ
て
医
療
機
関
を

受
診
す
る
と
、
医
療
費
の
１
～
３

割
を
窓
口
で
支
払
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
入
院
な
ど
し
た

場
合
は
、
１
～
３
割
の
負
担
で

あ
っ
て
も
支
払
い
が
高
額
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
に
限
度
額
適

用
認
定
証
を
医
療
機
関
な
ど
に
提

示
す
る
と
、
窓
口
で
の
支
払
い
が

所
得
区
分
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
た

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
医
療
費
が
高
く

な
り
そ
う
な
と
き
は
、
医
療
機
関

な
ど
で
の
お
支
払
い
の
前
に
役
場

で
限
度
額
適
用
認
定
証
を
申
請
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

限
度
額
適
用
認
定
証
の

対
象
者
お
よ
び
手
続
き

　

限
度
額
適
用
認
定
証
は
加
入
者

の
年
齢
、
世
帯
の
所
得
・
課
税
状

況
に
よ
り
発
行
の
対
象
外
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
人
に
は
、
入
院
時

の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
る
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者

○
限
度
額
適
用
認
定
証

▼�

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、

70
歳
未
満
の
人

▼�

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、

70
歳
以
上
か
つ
所
得
区
分
が
現

役
並
Ⅰ
ま
た
は
現
役
並
Ⅱ
の
人

▼�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入

者
で
、
所
得
区
分
が
現
役
並
Ⅰ

ま
た
は
現
役
並
Ⅱ
の
人

○�

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証

▼�

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、

世
帯
主
お
よ
び
世
帯
の
国
民
健

康
保
険
加
入
者
全
員
が
住
民
税

非
課
税
の
人

▼�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入

者
で
、
世
帯
員
全
員
が
住
民
税

非
課
税
の
人

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

保
険
証
、
本
人
確
認
書
類
、
印

鑑
（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
人

の
み
）

■
申
請
先

　

役
場
健
康
推
進
課
ま
た
は
東

郷
・
泊
各
支
所

限
度
額
適
用
認
定
証
が

使
え
る
範
囲　

　

利
用
で
き
る
の
は
、
医
療
費
の

う
ち
保
険
適
用
の
場
合
で
す
。
ま

た
入
院
だ
け
で
な
く
、
通
院
・
歯

科
・
処
方
箋
に
よ
る
薬
局
で
の
調

剤
の
場
合
も
利
用
で
き
ま
す
。
な

お
、
健
康
診
断
の
費
用
・
自
費
診

療
・
入
院
時
の
食
事
代
・
差
額
ベ
ッ

ド
代
・
個
室
料
・
病
衣
代
・
消
耗

品
代
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
２
）

19 広報ゆりはま



■日時　11 月 14 日（日）～ 20 日（土）
　９時～ 17 時
※ 15 日（月）は休館日です。なお、表彰式は 11 月
14 日（日）13 時から行います。
■会場　県立博物館第３展示室
　（鳥取市東町２丁目 124 番地）
■部門　日本画、洋画、彫刻・工芸、書、写真
■�出品者資格　
　県内に在住の 60 歳以上のアマチュアの人
■�出品作品など　他の作品展で授賞していないもの

に限ります。また、テーマは問いませんが１人１
点のみです。
■出品料　無料
■�申し込み・作品の搬入期間　11 月８日（月）から
10 日（水）までに、申込書および出品作品を町社
会福祉協議会各支部に持ち込んでください。出品
した作品は、11 月 25 日（木）から 29 日（月）ま
でに会場から町社会福祉協議会に返却されます。
なお、申込書は役場長寿福祉課および町社会福祉
協議会各支部に備え付けています。

令和３年度シニア作品展出品の募集
　高齢者の特技、趣味活動の成果を発表する場
を創造し、生きがい活動の促進と拡充を図るた
め、県内の高齢者が創作した日本画、洋画、彫刻・
工芸、書および写真の作品を募集し、展示します。

【問い合わせ】
県福祉保健部長寿社会課（℡ 0857-26-7179）

　

町
で
は
「
ゆ
ア
シ
ス
東
郷
龍
鳳

閣
」
の
温
水
プ
ー
ル
を
利
用
し
た

水
中
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
に
参
加

す
る
人
へ
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
足
や
腰
が
痛
い
人
で
も
、
水

の
中
で
あ
れ
ば
足
腰
へ
の
負
担
が

少
な
く
運
動
で
き
ま
す
。
ま
た
、

温
泉
に
よ
る
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
も

あ
り
ま
す
。

　

助
成
申
請
の
受
け
付
け
は
随
時

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
何
か
運
動

を
始
め
て
み
よ
う
と
考
え
て
い
る

人
は
、
温
泉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
者

　

町
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
、
温

泉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
参
加
に
支
障

の
な
い
人
が
対
象
で
す
。た
だ
し
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
を

除
き
ま
す
。

温
泉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
助
成
事
業

　「
ゆ
ア
シ
ス
東
郷
龍
鳳
閣
」
を
利
用
し
た
水
中
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
の
参
加
者
へ
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

①�
要
支
援
ま
た
は
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
人

②�
医
療
機
関
で
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け

て
い
る
人

③�

町
が
実
施
す
る
筋
力
向
上
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
や
ミ
ニ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
、
脳
活
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
事
業
に
参
加
し
て
い
る
人

④�

本
年
度
、
既
に
本
事
業
の
助
成

を
受
け
て
い
る
人

■
開
催
日
時　

　

毎
週
月
曜
日
と
水
曜
日

　

13
時
15
分
～
14
時
15
分

※
た
だ
し
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
お
よ
び
教
育
機
関
に
お
け
る
春

休
み
・
夏
休
み
・
冬
休
み
の
期
間

を
除
き
ま
す
。

■
使
用
有
効
期
限

　

交
付
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し

て
６
カ
月
を
経
過
し
た
月
の
末
日

腰
痛
な
ど
で
お
悩
み
の
人
に
―

※
最
終
使
用
有
効
期
限
は
３
月
末

日
で
す
。

■
助
成
枚
数

　

１
人
12
枚
（
１
枚
３
０
０
円
）

※
助
成
は
同
一
年
度
１
回
限
り

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

役
場
長
寿
福
祉
課

　
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
９
）
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　町文化財ガイドと共に橋津周辺の歴史・自然
遺産をめぐる、子どもから大人までどなたでも
参加できる 2.5kmのコースです。軽食・飲み物
付きです。学生ボランティアも募集中です。
■日時　11 月 13 日（土）10 時～ 11 時 30 分
※小雨決行
■集合場所　
　東郷湖羽合臨海公園長瀬公園駐車場
■�コース　橋津台場跡→橋津藩倉→湊神社→

ぐるっと橋津歴史ハイク！
歴史の跡をたどりませんか

　橋津４号墳
■参加費　無料
■申込期限　11 月８日（月）
■注意事項
①受付時の消毒・検温にご協力ください。
② �37.5 度以上の発熱がある人、体調不良の人の
ご参加はご遠慮ください。
■申し込み　町教育委員会生涯学習・人権推進課
　（℡ 35-5367）

ノルディック・ウオーキング教室
ゆりはまヘルシーくらぶポイント対象事業！

■�対象　町内自治会および町内事業所を対象に
教室を開催します。
■教室人数　５～ 20 人程度
■コース　
　自治会または事業所発着で 45分程度のコース
■参加料　無料
※事業所での開催は１人 300 円です。ただし、

中学生以下は無料です。
■�その他　指導員を派遣します。また、専用ポー
ルは無料で貸し出します。
■�申し込み　申込用紙に必要事項を記入の上、
役場健康推進課に提出してください。申し込
みは、希望日の２週間前までにお願いします。
■問い合わせ　役場健康推進課（℡ 35-5375）

重要文化財 尾﨑家住宅保存修理工事見学会
文化財への理解を深めませんか

　江戸中期の上層農家の暮らしを今に伝える重
要文化財 尾﨑家住宅は、平成 29 年度から保存
修理工事が進められています。本年度は、主屋・
味
み そ

噌蔵の工事が行われており、その様子を一般
公開します。
■�日時　11 月 14 日（日）
　① 10 時～　② 11 時～　③ 14 時～
※各回とも見学時間30分程度、定員15人程度
■受付場所　安楽寺（宇野 876）
※駐車場は宇野地区公民館向かい
■�参加費　100 円（保険代）

■申込期限　11 月８日（月）
※定員になり次第終了
■申し込み　町教育委員会
　生涯学習・人権推進課
　（℡ 35-5367）

保存修理工事で発見された
建築年代を記す墨書
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■�団体の紹介　当団体は、青少年健全育成を主軸に「子
どもに出会いを！」をテーマに活動しています。こ
れまで、県外の特産品を扱ったオリジナル弁当を提
供する「子ども食堂～味の旅～」や、サンタに扮

ふん

し
てクリスマスイブにプレゼントを届ける「サンタプ
ロジェクト」などを企画してきました。キャリアの
異なるスタッフが一丸となり、まだここにない新し
い出会いを創り出していきます。
■�コメント　週に１回のオンラインミーティングは自
由参加。あなたのペースで大丈夫。楽しい仲間と一
緒にボランティアしてみませんか？
■問い合わせ　三浦（mcc.volunteer.2019@gmail.com）

町内の
各種団体を紹介

Vol.15

ボランティア団体MCC

　町内のボランティア団体や、協会、
委員などの各種団体を紹介します。
入会希望の人、活動の詳細などは、
各団体にお問い合わせください。

11
月
30
日
（
火
）
ま
で
に
申
し
込
み
を
―

児
童
・
生
徒
の
学
用
品
費
な
ど
を
援
助

【申し込み・問い合わせ】
町教育委員会教育総務課
（℡ 35-5365）

援助の種類
支給額（年額）
小学校 中学校

学用品費（学用品購入費、学級費） 11,630 円 22,730 円
通学用品費（２年生以上） 2,270 円

新入学児童生徒学用品費（１年生、３月支給予定） 51,060 円 60,000 円
校外活動費、修学旅行費、学校給食費、医療費、
日本スポーツ振興センター共済掛金、クラブ活動
費、生徒会費、PTA会費、オンライン学習通信費

実費
（限度額あり）

■�

援
助
費
支
給
対
象

　

児
童
や
生
徒
と
生
計
を
同
一
に

し
て
い
る
、
未
成
年
者
を
除
く
全

て
の
人
ま
た
は
世
帯
（
世
帯
分
離

世
帯
を
含
む
）
が
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合
に
援
助
費
を

支
給
し
ま
す
。

①
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

②�

障
が
い
者
、
未
成
年
者
ま
た
は

寡
婦
（
夫
）
で
あ
り
、
前
年
所

得
が
１
２
５
万
円
以
下
の
人

③�

国
民
年
金
保
険
料
が
全
額
免
除

さ
れ
て
い
る
人
（
年
金
受
給
者

の
場
合
、
前
年
所
得
が
１
２
５

万
円
以
下
の
人
）

④�

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
世
帯

⑤�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
登
録
者
な
ど

で
、
前
年
所
得
が
１
６
３
万
円

以
下
の
人　

■
申
込
期
限

　

11
月
30
日
（
火
）

■
留
意
事
項

▼�

現
在
、
就
学
援
助
制
度
に
よ
る

援
助
を
受
け
て
い
る
人
で
あ
っ

て
も
、
令
和
４
年
度
も
引
き
続

き
援
助
を
希
望
す
る
場
合
は
、

再
度
申
請
が
必
要
で
す
。
た
だ

し
、
家
庭
状
況
の
変
化
な
ど
に

よ
り
、
不
認
定
と
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

▼�

年
度
中
途
で
の
申
請
も
受
け
付

け
ま
す
（
申
請
し
た
月
割
・
日

割
の
支
給
と
な
り
ま
す
）。

▼�

生
活
保
護
受
給
者
は
、
修
学
旅

行
費
、
医
療
費
、
日
本
ス
ポ
ー

ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
共
済
掛
金
の

み
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
公
立
の
小
中
学
校
に
通
学
ま
た
は
来
年
度
通
学
予
定
の
児
童
や

生
徒
の
家
庭
が
、
経
済
的
な
理
由
で
お
困
り
の
場
合
に
、
学
用
品
費
や
学
校

給
食
費
な
ど
を
援
助
す
る
「
就
学
援
助
制
度
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
認
定
の

可
否
は
、
令
和
４
年
２
月
に
決
定
す
る
予
定
で
す
。
申
請
書
類
は
、
町
立
小

中
学
校
お
よ
び
町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※修学旅行費は実施学年のみ、医療費は指定された疾病のみ対象です。
※表は令和３年度の援助の種類および支給額のため、変更する場合があります。
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■競技　グラウンド・ゴルフ
■日程　令和４年５月 27日（金）、28日（土）
■会場　潮風の丘とまり
※10月 18 日現在、大会会期の延期を検討中

ワールドマスターズ
ゲームズ 2021 関西

　ワールドマスターズゲームズ 2021 関西の競
技種目であるグラウンド・ゴルフは、旧泊村で
高齢者を中心とする健康増進を目的としたス
ポーツ開発により誕生しました。現在では、多
世代で交流しながら楽しめる生涯スポーツとし
て、全国さらに世界的にも広まっています。
　このグラウンド・ゴルフを町民の皆さんに楽
しんでいただくために、町教育委員会生涯学習・

人権推進課では用具の貸し出しを行っていま
す。職場や地域の親睦会、各種団体の活動、子
ども会活動や親子行事などでご利用いただいて
おり、大変好評です。手続きにつきましては、
お問い合わせください。
■�問い合わせ　
　町教育委員会生涯学習・人権推進課
　（℡ 35-5368）

植
樹
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
募
集

森
林
を
守
る
取
り
組
み
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

八重桜を植えよう！

■�日時　11 月 13 日（土）▼受け付け開始＝８時 30 分
　▼作業＝９時 30 分～ 12 時 30 分を予定
※小雨決行です。また昼食付き（無料）です。
■集合場所　原集会所
■活動場所　県指定モデル竹林（北福地内）
■作業内容　八重桜、紅葉の苗木植樹
■服装　作業のできる服装（長靴、長袖、長ズボン、帽子）
※用具は主催者で用意します。
■主催者　讃

さんきょうあいりんきょうかい

郷愛林協会
■�その他　本事業は「とっとり県民参加の森づくり推進事
業」の一環です。
■申し込み・問い合わせ
　讃郷愛林協会（倉吉市上井 333 番地 33、℡ 26-0118、
FAX24-5118、メールアドレス：eiiti@beach.ocn.ne.jp）

　竹林の環境保全に取り組むため、次の日程でタケノ
コ栽培林用地に八重桜などの苗木の植樹を行います。
当日植樹作業を行うボランティアを募集しますので、
ぜひご参加ください。

23 広報ゆりはま



湯
梨
浜
文
芸

公

中

央

公

民

館
（
℡
３
２ｰ

１
１
１
６
）

中
央
公
民
館
羽
合
分
館
（
℡
３
５ｰ

５
３
４
４
）

中
央
公
民
館
泊
分
館
（
℡
３
４ｰ

３
０
１
１
）

今
月
の
一
句
・
一
首

信

館
民

通

あ
や
め
句
会

落
城
の
昔
語
り
や
秋
の
蟬せ

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

椋　

誠
一
朗

露
を
踏
み
天
守
を
め
ざ
す
道
険
し　
　
　
　
　

 　
　
　

椋　
　

則
子

師
の
句
碑
と
暦
日
語
り
露
の
秋　
　
　
　
　
　
　
　

 　

中
前　

惇
子

城
山
を
目
指
す
早
稲
田
の
幾
曲
り　
　
　
　
　
　
　
　

 

長
安　

節
子

長
雨
の
や
み
て
落
ち
着
き
秋
深
む　
　
　
　
　
　
　
　

 

立
木　

弘
子

雨
音
も
風
吹
く
音
も
葉
月
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

田
中　

恒
代

推す
い
こ
う敲

の
手
を
止
め
て
き
く
虫
の
声　
　
　
　
　
　
　
　

 

足
羽　

敬
子

鈴
虫
や
城じ

ょ
う
し址

の
静し

じ
ま寂

ふ
る
は
せ
り　
　
　
　
　
　
　
　

 

福
羅
加
代
子

透
か
し
見
る
渓た

に

の
水
音
風
は
秋　
　
　
　
　
　
　

 　

    

福
井　

敏
江

寝
不
足
に
秋
の
蚊
肌
を
さ
し
か
ゆ
し   　
　
　
　
　
　

  

絹
川
喜
久
子

ジ
グ
ザ
グ
と
宙
切
る
翅は

ね

の
あ
き
つ
か
な　
　
　
　
　
　

 

田
中　
　

治

七
草
を
少
し
集
め
て
部
屋
か
ざ
る　
　
　
　
　
　
　

 　

足
立　

年
子

葛
の
花
落
ち
て
存
在
示
し
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

立
木　

文
子

ひ
つ
そ
り
と
露
草
の
守も

る
城
の
跡　
　
　
　
　
　
　
　

 

山
本　

和
子

冷
や
か
な
波
紋
寄
せ
来
る
湖
岸
か
な　
　
　
　
　
　

 　

和
田
田
鶴
子

ふ
は
ふ
は
と
天
女
伝
説
秋
の
雲　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

宮
脇　

典
子

日�時　11 月 29 日（月）10 時～ 11 時 30 分
場�所　中央公民館羽合分館
講師　富盛実枝子さん
　（aroma relaxation salon conge）
参加費　1,000 円
定員　先着 10 人
申込期限　11 月 22 日（月）
申�し込み・問い合わせ　
　中央公民館羽合分館

アロマ香るバスボム作り

日�時　11 月９日（火）10 時～正午
場所　中央公民館
講師　安道秀之さん
　（鳥取県健康マージャン連盟）
参加費　無料
定員　先着 16 人
申込期限　11 月５日（金）
申�し込み・問い合わせ　中央公民館

初めての健康マージャン教室
～手指と頭を使って認知予防！～

初めてのちぎり絵教室
～瞳が魅力！来年の干

え  と

支「寅
と ら

」に挑戦～

日�時　11 月 30 日（火）、12 月７日（火）
　いずれも 13 時 30 分～ 15 時
※２回とも参加してください。
場�所　青少年の家
講師　牧野春子さん、来海伸代さん
　（和紙ちぎり絵田後サークル）
参加費　1,900 円
定員　先着 10 人
申込期限　11 月 17 日（水）
申�し込み・問い合わせ　
　中央公民館泊分館

第 18回芸能大会

住民作品展
日�時　11 月 17 日（水）～ 23 日（火・祝）
場所　中央公民館

日�時　11 月 21 日（日）
　９時～ 12 時 30 分（予定）
場所　ハワイアロハホール

　住民の皆さんの特技や趣味など、日頃
の活動の成果を発表します。お誘い合わ
せの上、ぜひお越しください。

ゆりはま文化芸能祭
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町   立   図   書   館（℡ 48-6012）
羽   合   図   書   室（℡ 47-5552）
しおさいプラザとまり（℡ 34-3226）
開館時間／ 10 時～ 18 時
休�館日／１日、４日、８日、15日、
22日、24日、26日、29日

図書館
だより

羽
合
小
学
校
へ
備
品
な
ど
を
寄
贈

地
域
の
人
材
育
成
、
産
業
発
展
に
貢
献

おはなし会
1��図書館ボランティアによる
おはなし会
■開催日　11 月６日（土）
■場所　町立図書館
2�職員による絵本の読み聞かせ
■開催日　11 月 20 日（土）
■場所　羽合図書室
3�図書館ボランティアによる
おはなし会
■開催日　11 月 28 日（日）
■場所　しおさいプラザ
※123は全て、10 時 30 分
から 11 時までです。

　

水
明
荘
で
９
月
26
日
、
鳥
取
市
出

身
の
マ
ル
チ
タ
レ
ン
ト
で
あ
る
谷
ミ

ツ
コ
さ
ん
の
Ｃ
Ｄ
デ
ビ
ュ
ー
記
念
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
自
身
の
曲
を

披
露
し
た
ほ
か
、
バ
ス
ガ
イ
ド
に
扮ふ

ん

し
た
谷
さ
ん
が
東
郷
池
周
辺
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
や
町
の
特
産
品
を
紹
介
す

る
疑
似
バ
ス
ツ
ア
ー
を
行
う
な
ど
、

来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
女
性
は
「
と
て
も
き
れ
い

な
歌
声
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
活
動
が

楽
し
み
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

谷
ミ
ツ
コ
さ
ん
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

音
楽
と
は
聴
く
薬
な
り
！

　

10
月
１
日
、
町
内
で
Ｉ
Ｔ
事
業

な
ど
を
展
開
す
る
合
同
会
社
ロ
ー

デ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
鳥
取
銀
行
が
連
名

で
羽
合
小
学
校
に
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

な
ど
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
鳥
取
銀
行
と

企
業
が
連
携
し
て
地
域
を
応
援
す
る

「
ふ
る
さ
と
未
来
応
援
債
」
を
活
用

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
寄
贈
さ

れ
た
合
同
会
社
ロ
ー
デ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

の
津
村
佳
英
代
表
は
「
教
育
環
境
の

充
実
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

■ 11月の特集コーナー
【町立図書館】
○�○大全特集　何かを学びたい、始めたい、極めたい…。さまざまな分
野の大全を集めました。
���お仕事特集　勤労感謝の日にちなみ、お仕事に関する本を紹介します。
【羽合図書室】
お�風呂特集　11 月 26 日の「いい風呂の日」にちなみ、お風呂にまつわ
る本を集めました。

【しおさいプラザとまり】
秋�を楽しみましょう特集　芸術の秋、食欲の秋、スポーツの秋…。いろ
いろな秋を楽しめる本をそろえました。

11 月６日（土）、７日（日）は図書館まつり！
【ぬいぐるみのおとまり会】
■日時　11 月６日（土）18 時～ 19 時
■定員　先着 15 人
【クイズラリー】
■開催日　11 月６日（土）、７（日）
■場所　町立図書館、羽合図書室、しおさいプラザとまり
【建設技術センター読み聞かせ】
■日時　11 月７日（日）13 時 30 分～ 14 時 30 分
■場所　町立図書館
■対象　小学校６年生まで
■講師　鳥取県建設技術センターの職員
■定員　先着 15 人（要事前予約）

本のリサイクルにご協力ください
　町立図書館では、家庭で読まれなくなった本や絵本を有効に活用する
ため、本のリサイクルなどを行います。読まれなくなった本で状態の良
いものがありましたら、図書館にご持参ください。本、絵本を問わず募
集しますが、百科事典や辞書などは情報が新しいものであることが重要
なためお受けできません。詳しくは、町立図書館にお問い合わせください。

目録を手渡す津村代表（左）

持ち前のトーク力で会場を沸かせる谷さん
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に
存
在
す
る
」
と
さ
れ
、「
こ
の
よ
う

な
子
ど
も
に
特
別
の
配
慮
が
必
要
で
あ

る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
日
本
に
は
、
子
ど
も
の
貧

困
、
児
童
虐
待
（
厚
生
労
働
省
の
ま
と

め
で
は
、
昨
年
度
20
万
件
を
超
え
過
去

最
多
）、
家
族
を
子
ど
も
が
介
護
す
る

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
な
ど
、
子
ど

も
の
人
権
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
に
今
何
が

起
き
て
い
る
の
か
を
知
り
、
大
人
と
し

て
何
が
で
き
る
の
か
を
一
人
一
人
が
考

え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

■
日
時　
11
月
10
日
（
水
）

　

19
時
～
20
時
15
分

■
場
所　
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル

■
内
容　
「
こ
ど
も
の
貧
困
」

■�

講
師　
山
根
恒
さ
ん
（
鳥
取
市
地
域

食
堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
）

■�

そ
の
他　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大

状
況
に
よ
り
、
延

期
ま
た
は
中
止
と

す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

１
９
８
９
年
11
月
20
日
、
子
ど
も
の

人
権
を
保
障
す
る
「
児
童
の
権
利
に
関

す
る
条
約
（
子
ど
も
の
権
利
条
約
）」

が
国
際
連
合
総
会
で
採
択
さ
れ
、
日
本

政
府
は
１
９
９
４
年
に
批
准
し
ま
し

た
。
こ
の
条
約
で
は
、
18
歳
未
満
の
人

を
子
ど
も
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
権
利
条
約
の
前
文
で
は

「
子
ど
も
が
、
そ
の
人
格
の
調
和
の
と

れ
た
発
達
の
た
め
、
愛
情
お
よ
び
理
解

の
あ
る
雰
囲
気
の
中
で
成
長
す
べ
き
で

あ
る
」
な
ど
と
述
べ
ら
れ
、さ
ら
に
「
極

め
て
困
難
な
条
件
の
も
と
で
生
活
し
て

い
る
子
ど
も
が
世
界
の
す
べ
て
の
国 町教育委員会生涯学習・人権推進課（℡35-5369）

～多様性　みんなで認め　つながろう～

人権教育シリーズvol.113

共に

生きる―

湯
梨
浜
今
昔
物
語

　

湯
梨
浜
町
大
字
宇
野
と
宇
谷
と
の
境

に
当
た
る
、
字
「
仮か

り
や
が
さ
き

屋
ヶ
崎
」
と
い
う

海
岸
が
あ
り
ま
す
。そ
の
50
㍍
沖
合
に
、

亀
が
首
を
出
し
た
よ
う
に
見
え
る
大
き

な
岩
が
あ
り
ま
す
。
土
地
の
人
は
、
こ

の
大
き
な
岩
を
「
亀
石
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。

　

昔
、
女
の
神
様
が
海
か
ら
亀
に
乗
っ

て
お
い
で
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
神
様

は
亀
に
「
こ
こ
に
し
ば
ら
く
待
っ
て
い

な
さ
い
」
と
言
っ
て
陸
に
上
が
ら
れ
ま

し
た
が
、
あ
ま
り
に
も
眺
め
が
良
い
の

で
、
す
っ
か
り
気
に
入
っ
て
帰
る
の
を

忘
れ
、
こ
の
地
に
住
み
つ
い
て
し
ま
わ

れ
ま
し
た
。
亀
は
言
わ
れ
た
と
お
り
そ

こ
に
じ
っ
と
待
っ
て
い
た
の
で
、
と
う

と
う
岩
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
女
の
神
様
は
、
出い

ず
も
の
く
に

雲
国
の

大お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と

国
主
命
の
娘
で
下し

た
て
る
ひ
め
の
み
こ
と

照
姫
命
と
い
い
、

伯ほ
う
き
の
く
に

耆
国
一
ノ
宮
倭し

と
り文
神
社
に
安
産
の
神

様
と
し
て
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
下
照
姫
命
は
倭
文
神
社
の
社

地
に
住
居
を
お
定
め
に
な
り
、
住
民
へ

の
農
業
指
導
や
医
療
普
及
、
安
産
の
指

導
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
故
郷
恋
し

さ
の
あ
ま
り
、
日
暮
時
に
な
る
と
少
し

で
も
出
雲
国
に
近
づ
こ
う
と
の
想お

も

い
か

ら
か
、
東
郷
池
東
岸
の
高
台
ま
で
歩
を

運
び
、
遠
く
出
雲
国
の
方
向
に
向
か
っ

て
つ
ぶ
や
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
姿

を
見
た
人
々
は
、
い
つ
し
か
こ
の
高
台

を
「
出
雲
山
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
文
化
財
保
護
委
員

　
　
　
　
　
　
　

河
原　

孝
徳（
宇
野
）

亀
石
と
出
雲
山
（
昔
か
ら
伝
わ
る
民
話
）

沖合 50mにある亀石

　
子
ど
も
の
人
権
を
守
り
ま
し
ょ
う

出雲山展望台から東郷池の
向こうの大山と出雲国を望む

　
ゆ
り
は
ま
人
権
セ
ミ
ナ
ー
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進め！ ～地域おこし協力隊通信～
vol.68協力隊

　

こ
ん
に
ち
は
。
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の

明
石
で
す
。
町
内
の

空
き
家
を
活
用
す
る

た
め
、
毎
月
第
３
水

曜
日
の
10
時
か
ら
正

午
ま
で
、
松
崎
駅
前

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
ど
れ
み
で
空
き

家
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
町

内
に
空
き
家
を
所
有
・
管
理
し
て
い

て
、
利
活
用
に
お
困
り
の
人
は
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
空
き
家
情
報
バ

ン
ク
に
登
録
し
、
売
買
・
賃
貸
の
成

約
に
つ
な
が
っ
た
事
例
も
あ
り
ま

す
。
な
お
、
相
談
会
以
外
の
日
で
も

相
談
は
可
能
で
す
の
で
、ど
れ
み
（
℡

３
２ｰ

０
８
０
１
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
10
月
９
日
に
ど
れ
み
で
開
催
し
た

「
お
う
ち
に
飾
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
グ
ッ

ズ
を
作
ろ
う
」
に
15
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
親
子
で
力
を
合
わ
せ
て
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
グ
ッ
ズ
を
作
り
、
参
加
者
同

士
で
交
流
し
ま
し
た
。
ど
れ
み
で
は
、

相
談
会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

グッズを制作する参加者たち

い
き
い
き
！
農
業
！

～
農
業
委
員
会
だ
よ
り
～

農
地
の
売
買
・
譲
渡
時
に
は

許
可
を
受
け
ま
し
ょ
う　

　

農
地
を
資
産
と
し
て
保
有
す
る

こ
と
や
耕
作
を
前
提
と
し
な
い
所

有
権
な
ど
の
権
利
移
動
を
禁
止
す

る
こ
と
で
、
農
地
を
有
効
利
用
で

き
る
よ
う
許
可
制
度
（
農
地
法
第

３
条
）
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

許
可
を
判
断
す
る
要
件
と
し
て

は
、
機
械
や
労
働
力
が
十
分
に
確

保
さ
れ
て
い
る
か
、
農
業
従
事
日

数
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
、
水
田

な
ど
の
水
管
理
な
ど
に
お
い
て
地

域
と
調
和
が
取
れ
る
か
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
許
可
制
度
の
対
象
に
な

ら
な
く
て
も
相
続
な
ど
は
届
出
だ

け
は
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
町
農
業
委
員

会
事
務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

下
限
面
積
要
件
と
は　

　

農
地
法
第
３
条
の
許
可
要
件
に

お
い
て
、
権
利
取
得
後
の
面
積
が

鳥
取
県
で
は
50
㌃
以
上
で
あ
る
こ

と
が
要
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
新
た
な
担
い
手
の
参
入
や

遊
休
化
防
止
を
促
す
た
め
、
下
限

面
積
（
別
段
面
積
と
い
う
）
を
町

農
業
委
員
会
が
設
定
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

現
在
、
農
業
振
興
地
域
農
用
地

区
域
外
の
下
限
面
積
を
１
㌃
以
上

と
設
定
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
農

地
を
所
有
し
て
い
な
か
っ
た
人
が

集
落
付
近
の
小
規
模
農
地
を
取
得

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、

【問い合わせ】
町農業委員会事務局
（℡ 35-5389）

農
地
が
空
き
家
と
セ
ッ
ト
で
権
利

取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
町
内

へ
の
新
た
な
移
住
促
進
に
も
役

立
っ
て
い
ま
す
。

農
家
相
談
会
の
開
催　

　

町
農
業
委
員
な
ど
が
、
各
種
相

談
に
応
じ
ま
す
。
当
日
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

行
っ
た
上
で
開
催
し
ま
す
が
、
ご

来
場
の
際
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て

い
た
だ
き
、
体
調
の
す
ぐ
れ
な
い

人
は
参
加
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
次
回
は
12
月
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　
11
月
18
日
（
木
）

　

９
時
～
12
時

■
場
所　
役
場
第
３
会
議
室

　
（
別
館
２
階
）

■�

相
談
内
容　
農
地
貸
借
、
農
地

転
用
農
業
者
年
金
、
耕
作
放
棄

地
、
担
い
手
育
成
な
ど
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　このほど、県内初のアウトドア型宿泊施設
＆カフェ「湖屋（KOYA）」が、はわい温泉地
内でオープンしました。
　この施設は、優雅にアウトドアを満喫する
「グランピング」を楽しめるようデザインされ
たもので、敷地内には東郷池の綺麗な景色を
眺めることのできるトレーラー型宿泊施設「住
箱 -JYUBAKO-」が４箇所に設置されているほ
か、隣接するカフェでは町産の食材が使われ
たピザなどが提供されます。
　施設の総支配人である牧田匡史さんは「こ
れまでとは違う宿泊スタイルをお客様に提供
できないかと検討してきました。東郷池の景
色や周辺の観光施設の魅力をお客様に PRして
いきたいと思います」と話されました。

楽しさと快適さが詰まった場所
「湖屋（KOYA）」がオープン

　９月 29 日、中国・四国９県商工会連合会な
どが主催する「中国・四国ブロック商工会青
年部主張発表大会」がオンラインで開催され、
鳥取県代表として出場した山田太一さん（宇
谷）が優良賞を受賞されました。
　中四国大会への出場は、町商工会青年部とし
ては初の快挙とのこと。青年部で学んだことを
テーマに語られた山田さんは「コロナ禍だから
こそ、仲間とのつながりを大切にしたいといっ
たことを発表しました。本番では、力を出し切
りました」と満足そうに話されました。 　羽合歴史民俗資料館で９月 18 日、長瀬高浜

遺跡の出土品などについて町文化財ガイドが
解説するガイドツアーが開催されました。
　ツアーでは、参加された人たちにガイドが
同行し、各展示スペースを回りながら、長瀬
高浜遺跡が発見された経緯や、見つかった出
土品の形などから分かった当時の生活の様子
などについて説明されていました。
　参加した小学生は「歴史が大好きで参加し
ました。今まで見たことのないものがたくさ
んありました」と感想を述べられました。

YurihamaTopics
ゆりはまトピックス まちの話題

仲間のおかげで今の自分がある！
商工会青年部主張発表大会

気分は古代へタイムスリップ♪
羽合歴史民俗資料館ガイドツアー

町文化財ガイドの解説に耳を傾ける参加者たち

カメラを前に熱弁を振るう山田さん

建築家である隈研吾氏が設計した宿泊施設

池を臨む宿泊施設の室内
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　10 月３日、東郷池では「秋の東郷池一斉清
掃」が実施され、残暑の厳しい中約 250 人が
清掃作業に汗を流しました。
　参加者たちは、東郷湖羽合臨海公園ハワイ
夢広場と役場東郷支所に集合して作業を開始。
ペットボトルやナイロン袋などのごみ拾いを
通じて、町の宝である東郷池の景観保全に取
り組みました。

　中央公民館で９月 22 日、湯梨浜文化大学９
月全体学習「健康講座」が催されました。
　講座では、鳥取市で介護予防や生活習慣病
改善指導などを行っている「Fitness Ja ～んぐ
る」の澤晶子代表が「姿勢改善でフレイル予防」
をテーマに講演。姿勢改善による健康改善事
例の紹介や、コロナ禍でも自宅で簡単にでき
るストレッチや筋力トレーニングについて紹
介されました。
　澤代表は「人生 100 年時代、正しく健康管
理をすることでいつまでも元気に過ごすこと
ができます。今できることから始めてみましょ
う」と参加者たちに呼び掛けていました。

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響によ
り修学旅行先に地元の観光地を選ぶ学校がみ
られる中、10 月 14 日には鳥取市にある鳥取
市立南中学校がはわい温泉地内にある観光旅
館望湖楼に宿泊しました。訪れた生徒に対し、
望湖楼営業担当の西川裕亮さんは「これまで
気付かなかった地元の魅力を見つける良い機
会にしてください」との言葉を送られました。身

近
な
話
題
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
役
場
企
画
課
（
℡
３
５ｰ
５
３
０
５
）

自身の健康、まずは自分で守る！
湯梨浜文化大学「健康講座」

町のシンボルを皆できれいに

コロナ禍でも地元の魅力を再発見

東郷池一斉清掃

修学旅行生が町内旅館を利用

　古くから松崎商店街に伝わる名物「三八市」
が、10 月３日と 23 日に開かれました。
　今年は新型コロナウイルス感染症拡大の影
響から従来の出店による販売方法を控え、事
前予約によるテークアウト方式での飲食提供
となりました。
　当日は、地元飲食店が用意したお弁当など
を鬼の装いをした『鬼嫁』たちが来訪者に手
渡し。三八市実行委員会の一人である三津國
美枝子さんは「コロナ禍の今年は規模を縮小
しての開催となりました。地元の味を楽しん
でいただき、通常営業日でも各店舗を利用し
てもらえたらと思います」と話されました。

秋の名物市場、今年も開催！
松崎名物「三八市」

拾ったペットボトルのごみを手にする参加者

訪れた人にお弁当を手渡す鬼嫁（右）

講師の掛け声に合わせて体を伸ばす参加者たち

生徒からあいさつを受ける営業担当の西川さん（左）
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め
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
交
通
費
助
成
制
度
】　

　
町
民
税
非
課
税
者
で
▼
作
業
所
な

ど
に
通
所
し
て
お
り
、
特
定
の
障
が

い
が
あ
る
▼
在
宅
で
人
工
透
析
療
法

を
受
け
て
い
る
▼
精
神
通
院
を
し

て
い
る
―
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
を
対
象
に
、
通
所
・
通
院
に
要
し

た
交
通
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
総
合
福
祉
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
４
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
で
延
期
し
て
お
り
ま
し
た

講
座
の
日
程
が
決
定
し
ま
し
た
。
各

講
座
と
も
、
受
講
料
は
無
料
で
す
。

【
親
子
編
】

対
象
者　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

日
時　
12
月
11
日
（
土
）

　
10
時
30
分
～
12
時

場
所　
県
立
倉
吉
体
育
文
化
会
館

定
員　
20
組
（
先
着
順
）

申
込
期
限　
12
月
３
日
（
金
）

【
３
回
連
続
編
】

対
象
者　
手
話
言
語
に
興
味
の
あ
る
人

日�

時　
12
月
３
日（
金
）、10
日（
金
）、

17
日
（
金
）

※
い
ず
れ
も
19
時
～
21
時

場
所　
上
灘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　
11
月
26
日
（
金
）

申�
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
県
中
部

聴
覚
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー
（
℡
２
７

ｰ
２
３
５
５
、
℻
２
７ｰ

２
３
６
０
）

土
質　
主
に
粘
性
土

注�

意
事
項　

土
砂
の
運
搬
・
整
地
ま

で
を
行
い
ま
す
が
、
隣
地
と
の
調

整
や
農
地
転
用
の
手
続
き
な
ど
は

申
込
者
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
公

共
事
業
の
実
施
時
期
に
よ
っ
て
は

搬
入
時
期
・
希
望
土
質
な
ど
希
望

に
沿
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
実
施
の
際
は
個
別
に
調
整
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
建

設
水
道
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
１
２
）

　
結
婚
を
希
望
す
る
男
女
や
そ
の
家

族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
た
り
、
男
女

の
出
会
い
の
場
を
提
供
し
た
り
す
る

「
縁
結
び
支
援
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

応�

募
資
格　
町
内
在
住
で
①
町
が
実

施
す
る
研
修
を
受
講
で
き
る
人
②

業
と
し
て
結
婚
相
談
ま
た
は
結
婚

紹
介
を
行
わ
な
い
人
③
人
権
へ
の

配
慮
や
個
人
情
報
保
護
な
ど
の
順

守
事
項
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
人

―
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
人

応�

募
方
法　

申
込
書
類
（
申
込
書
・

誓
約
書
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

役
場
企
画
課
ま
た
は
東
郷
・
泊
各

支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
書
類
は
役
場
企
画
課
お
よ
び
東

郷
・
泊
各
支
所
に
備
え
付
け
て
い

る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

取
得
で
き
ま
す
。

応
募
期
限　
12
月
24
日
（
金
）

報�

奨
金　

活
動
に
よ
っ
て
婚
姻
が
成

立
し
、
夫
婦
が
町
内
に
居
住
し
た

場
合
に
３
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

【
自
衛
官
候
補
生
】

資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

募
集
受
付
期
間　

　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

試
験
日　

　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

入
隊
時
期　

　
令
和
４
年
３
月
下
旬
～
４
月
上
旬

※
他
時
期
に
設
定
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問�

い
合
わ
せ　

　
自
衛
隊
鳥
取
地
方
協
力
本
部
倉
吉

地
域
事
務
所
（
℡
４
７ｰ

３
２
５
０
）

　

公
共
事
業
に
よ
る
建
設
発
生
土
の

受
入
先
を
募
集
し
ま
す
。
土
地
の
盛

土
や
畑
地
の
利
用
な
ど
を
希
望
す
る

人
は
、
役
場
建
設
水
道
課
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
随
時

た
だ
し
、
夫
婦
が
支
援
員
の
三
等

親
以
内
で
な
い
場
合
に
限
り
ま
す
。

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
企

画
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
１
１
）

　
対�

象
者　
県
内
在
住
の
原
爆
被
害
者

二
世
で
受
診
を
希
望
す
る
人

健�

診
実
施
期
間　
実
施
中
～

　
令
和
４
年
３
月
10
日
（
木
）

実�

施
場
所　

県
立
厚
生
病
院
（
倉
吉

市
東
昭
和
町
１
５
０
）、
県
立
中

央
病
院
（
鳥
取
市
江
津
７
３
０
）、

米
子
医
療
セ
ン
タ
ー
（
米
子
市
車

尾
４
丁
目
17
番
地
１
）、
日
野
病

院
組
合
日
野
病
院
（
日
野
町
野
田

３
３
２
番
地
）

申
込
期
限　
12
月
28
日
（
火
）

受�

診
料　
無
料

※
精
密
検
査
で
県
の
基
準
金
額
を
超

え
る
場
合
は
、
超
え
た
部
分
が
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
交
通
費

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

倉
吉
保

健
所
（
℡
２
３ｰ

３
１
４
５
）

【
医
療
費
助
成
制
度
】　

　
▼
身
体
障
害
者
手
帳
３
・
４
級
▼

療
育
手
帳
Ｂ
▼
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
２
級
―
の
い
ず
れ
か
を
お
持

ち
の
人
を
対
象
に
、
月
額
負
担
額

な
ど
を
差
し
引
い
た
医
療
費
の
２
分

の
１
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
所
得
要

件
に
よ
り
助
成
の
内
容
が
変
わ
る
た

役
場
町
民
課
窓
口
延
長
日
時　
毎
週
水
曜
日　
17
時
15
分
～
19
時　
※
祝
日
を
除
く

内�

容　
証
明
書
発
行
、
町
税
・
水
道
料
な
ど
の
出
納
業
務　
※
そ
の
他
の
業
務
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

くらしの情報
information

スマホで読める

『広報ゆりはま』

右のＱＲコードを読み
取り、アプリ「マチイ
ロ」をダウンロード！

募

集

建
設
発
生
土
の
受
入
先

町
心
身
障
が
い
者
助
成
制
度

お
し
ら
せ

　ごみ減量推進事業の一環として、生ごみ分別収集
協力区を募集しています。協力区には報奨金を交付
しますので、ぜひご協力ください。
■�事業内容　週３回程度設定する収集日に指定容器
を設置し、生ごみを出していただきます。収集し
た生ごみは液体肥料にリサイクルし、一部を無料
配布しています。
■報奨金交付対象　次の全てに該当する行政区

①�事業の趣旨に賛同し、生ごみの分別収集に協力す
ること
②事業の周知・広報に協力すること
③�報奨金を受けた翌年度も引き続き分別収集を行う
こと
■報奨金　▼初年度＝５千円▼次年度以降＝３千円
※交付は３カ年度を限度とします
■問い合わせ　役場町民課（℡ 35-5318）

生ごみ分別収集協力区を募集します！

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
の
健
診
実
施

自

衛

官

募

集

県
民
向
け
ミ
ニ
手
話
講
座

縁

結

び

支

援

員

android 版

iOS 版
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金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
は
、
来
年

２
月
に
控
除
証
明
書
が
送
ら
れ
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ　

　
日
本
年
金
機
構
倉
吉
年
金
事
務
所

　
（
℡
２
６ｰ

５
３
１
１
）

　
初
め
て
父
親
に
な
る
人
（
出
産
前
）

を
対
象
に
、
産
前
産
後
の
パ
パ
の
関

わ
り
方
や
健
や
か
な
夫
婦
関
係
な
ど

に
つ
い
て
学
ぶ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
12
月
12
日
（
日
）

　
13
時
30
分
～
15
時

場
所　
金こ

ん

ぴ

ら

い

ん

毘
羅
院

　
（
倉
吉
市
上
井
１
番
、駐
車
場
有
り
）

参
加
費　
無
料

申
込
期
限　
11
月
30
日
（
火
）

問�

い
合
わ
せ　

鳥
取
県
助
産
師
会

（
担
当
：
牧
田
）（
℡
０
８
０ｰ

１

９
４
９ｰ

２
５
８
０
）

　
農
林
水
産
省
は
、
５
月
に
農
林
漁

業
者
の
減
少
問
題
、
地
球
温
暖
化
な

ど
の
環
境
問
題
に
的
確
に
対
応
す

る
た
め
、
食
料
・
農
林
水
産
業
の
生

産
力
向
上
と
持
続
性
の
両
立
を
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
（
革
新
的
な
技
術
）
で

実
現
す
る
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
詳

し
く
は
、
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
農
林
水
産

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�
い
合
わ
せ　
役
場
産
業
振
興
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
８
４
）

　

国
税
庁
で
は
、
租
税
の
意
義
や

役
割
、
税
務
行
政
に
対
す
る
知
識

と
役
割
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

毎
年
11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
を

「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.nta.go.jp

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
倉
吉
税
務
署
で

は
、
同
週
間
に
合
わ
せ
て
中
学
・
高

校
生
の
税
に
関
す
る
書
写
や
作
文
の

展
示
を
、
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

期
間　
11
月
２
日（
火
）～
８
日（
月
）

場
所　
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル

問�

い
合
わ
せ　
倉
吉
税
務
署

　
（
℡
２
６ｰ

２
７
２
２
）

　　　
自
主
的
・
継
続
的
に
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
行
う
団
体
を
支
援
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
実
施
予
定
の
活
動
が

対
象
で
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

対�

象
事
業　
原
則
３
年
以
上
継
続
で

き
る
新
規
事
業
の
う
ち
、
町
の
活

性
化
を
図
る
ソ
フ
ト
事
業
で
▽
町

民
と
行
政
と
の
協
働
▽
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
調
査
・
研
究
活
動
▽

産
業
振
興
や
福
祉
に
関
す
る
活
動

―
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

最�

近
の
支
援
事
業　
▽
鬼
嫁
の
里
プ

ロ
ゼ
ク
ト
▽
み
ん
な
の
食
堂
ゆ
る

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
飲
み
物

問
い
合
わ
せ　
役
場
総
合
福
祉
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
４
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取

り
や
更
新
に
平
日
に
来
庁
で
き
な
い

人
、
こ
れ
か
ら
カ
ー
ド
を
作
り
た
い

人
の
た
め
に
休
日
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。
な
お
、
証
明
書
発
行
や
転
入
・

転
出
な
ど
の
住
所
異
動
手
続
き
を
行

う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　
11
月
28
日
（
日
）
９
時
～
15
時

場
所　
役
場
町
民
課

取�

り
扱
い
業
務　
▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
受
け
取
り
、
申
請
▼
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
電
子
証
明
書

の
更
新

問
い
合
わ
せ　
役
場
町
民
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
１
９
）

　　　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お

よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
、
全

額
が
社
会
保
険
料
の
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告

の
際
は
、
日
本
年
金
機
構
よ
り
10
月

下
旬
か
ら
11
月
上
旬
に
か
け
て
送
ら

れ
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
ま
た
は
領
収

証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

10
月
以
降
に
そ
の
年
初
め
て
国
民
年

り
ん
―
な
ど

対�

象
団
体　

町
内
団
体
、
県
登
録
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
、
各
区

助�

成
額　

事
業
費
５
万
円
以
上
の
事

業
に
対
し
、
事
業
費
の
２
分
の
１
以

内
で
上
限
20
万
円
を
最
長
３
年
間

申
込
期
限　
12
月
24
日
（
金
）

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
企

画
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
０
５
）

　
認
知
症
な
ど
の
人
を
介
護
し
て
い
る

家
族
を
対
象
に
、
悩
み
事
の
相
談
や
仲

間
づ
く
り
、
情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。

日
時　
11
月
24
日
（
水
）

　
10
時
～
12
時

※
11
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で
個
別
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

場�

所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

問�

い
合
わ
せ　
役
場
長
寿
福
祉
課

　
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
８
）

※
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
℡

０
８
５
９ｰ

３
７ｰ

６
６
１
１
、
10
時

～
18
時
）
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
精
神
の
病
気
で
治
療
し
て
い
た
人
や

現
在
治
療
中
の
人
が
、
仲
間
づ
く
り
を

す
る
安
ら
ぎ
の
場
で
す
。
ご
家
族
の
人

同
伴
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。
今
回
は

「
製
作
（
リ
ー
ス
）」
で
す
。
初
め
て
参

加
を
す
る
人
は
、
事
前
に
役
場
総
合
福

祉
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時�　
11
月
16
日
（
火
）

　
13
時
30
分
～
15
時

場
所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

ま
ち
づ
く
り
創
造
事
業

消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル

　2020 年度にみる 60 歳以上の消費者トラブルは、通信販売に関する相談が増加し過去最高の相談件数となり
ました。コロナ禍で利用する機会が増えたためと思われます。消費者トラブルは他人ごとではありません。自
分は大丈夫と過信せずに、さまざまな消費者トラブルについて知っておきましょう。
■�相談事例　スマホで動画広告を見て「初回 500 円」という定期購入のサプリメントを申し込んだ。２回目か
ら高くなるので解約したいが、何度電話をかけてもつながらない。無料メッセージアプリから解約手続きが
できるようだが、操作が複雑で解約できない。
■�トラブルを防ぐために　▼通信販売にはクーリング・オフ制度はありません▼注文前に業者情報や解約方法
などを確認しましょう▼トラブルに備えて、最終確認画面を印刷するなど契約内容を保存しておきましょう
問い合わせ　役場産業振興課（℡ 35-5382）、中部消費生活センター（倉吉交流プラザ２階／℡ 22-3000）

ネット通販でトラブル急増！

くらしの情報 information

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
窓
口

11
月
30
日
は

町
税
第
六
期
、介
護
保
険
料[

普
通
徴
収]

第
六
期
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料[

普
通
徴
収]

第
五
期
の
納
期
限
で
す
。

納
期
限
内
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
課
（
℡
３
５ｰ

３
１
１
６
）

精
神
地
域
デ
イ
ケ
ア　
Ｓす

み

れ

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
の
会

新
米
パ
パ
に
贈
る
子
育
て
教
室

国
民
年
金
保
険
料
の
所
得
控
除

税
を
考
え
る
週
間

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

家

族

の

つ

ど

い
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ゆ
り
は
ま
ヘ
ル
シ
ー
く
ら
ぶ
会
員

は
、
運
動
教
室
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
と
、
次
の
と
お
り
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
し
ま
す
。

▽�

つ
み
た
て
貯ち

ょ
き
ん筋
運
動
教
室

＝
１
回
参
加
ご
と
に
10
ポ
イ
ン
ト

▽
コ
コ
カ
ラ
運
動
教
室

＝
年
間
１
０
０
ポ
イ
ン
ト

注�

意
事
項　
参
加
者
は
マ
ス
ク
着
用

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
次
の

人
は
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

▽
体
調
の
悪
い
人
▽
基
礎
疾
患
の

あ
る
人
▽
参
加
日
か
ら
過
去
２
週

間
以
内
に
風
邪
症
状
の
あ
っ
た
人

▽
感
染
が
疑
わ
れ
る
人
が
身
近
に

い
る
人

※
運
動
教
室
は
、
い
ず
れ
も
当
日
受

け
付
け
で
先
着
順
で
す
。
ま
た
、
県

内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

状
況
に
よ
っ
て
は
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【
つ
み
た
て
貯
筋
運
動
は
わ
い
教
室
】

日�

時　
11
月
５
日
（
金
）

　
13
時
30
分
～
15
時

場
所　
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル

内�

容　

体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心

と
し
た
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
、
健
康

講
座
（
テ
ー
マ
：
伸
ば
そ
う
健
康

寿
命
～
免
疫
力
と
感
染
症
予
防
～
）

定
員　
15
人

参
加
費　
無
料

【
つ
み
た
て
貯
筋
運
動
と
う
ご
う
教
室
】

日�

時　
毎
週
水
曜
日
14
時
～
15
時

【
心
配
ご
と
、
行
政
、
人
権
】

日�

時　
11
月
９
日（
火
）13
時
～
15
時

場
所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

【
法
律
】

日�

時　
11
月
17
日
（
水
）
13
時
～
15
時

※
要
事
前
予
約

場
所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ゆ
り

は
ま
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
（
℡
３
５ｰ

２
３
５
１
）

日�

時
・
場
所　

▽
11
月
16
日
（
火
）
13
時
～
15
時

＝
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
ま
な
す

▽
12
月
２
日
（
木
）
13
時
～
15
時

＝
中
央
公
民
館

問
い
合
わ
せ　
役
場
町
民
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
１
９
）

　
健
康
や
食
事
の
こ
と
な
ど
、
保
健

師
・
管
理
栄
養
士
に
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
血
圧
・
血
管
年
齢
測

定
、
健
診
結
果
に
関
す
る
相
談
、
ゆ

り
は
ま
ヘ
ル
シ
ー
く
ら
ぶ
会
員
の
体

組
成
測
定
結
果
に
関
す
る
相
談
も
行

い
ま
す
。
電
話
予
約
を
い
た
だ
く
と
、

ス
ム
ー
ズ
な
相
談
が
可
能
で
す
。

日
時　
11
月
30
日
（
火
）

　
13
時
30
分
～
16
時

場
所　
役
場
相
談
室
２
（
別
館
１
階
）

※
金
土
日
・
祝
日
、
休
館
日
を
除
く

場�

所　
ゆ
ア
シ
ス
東
郷
龍
鳳
閣

参�

加
費　

入
館
料
が
必
要
で
す
。
水

着
の
レ
ン
タ
ル
は
２
０
０
円
で
す
。

備�

考　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
日
程

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
参
加
時
に
は
マ
ス
ク

を
着
用
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

体
調
の
悪
い
人
は
参
加
を
お
控
え
く

だ
さ
い
。

【
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
歩
こ
う
会
】

　
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
主
導
で

６
㌔
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
今
回
は
「
馬
ノ
山
」
コ
ー

ス
で
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

日�

時　
11
月
14
日
（
日
）
９
時
～

集
合
場
所　

　
は
わ
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

【
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
】

　
申
し
込
み
不
要
、
参
加
費
は
無
料

で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日�

時　
11
月
18
日
（
木
）

　
19
時
30
分
～
21
時

場
所　

　
は
わ
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

内
容　
ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ
ス

問�

い
合
わ
せ　
町
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
・
人
権
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
６
８
）

　

※
11
月
３
日
（
水
・
祝
）
は
中
止

場
所　
羽
衣
会
館

内�

容　
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心

と
し
た
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

定
員　
15
人

参
加
費　
５
０
０
円

※
11
月
10
日
（
水
）
は
無
料

【
つ
み
た
て
貯
筋
運
動
と
ま
り
教
室
】

日�

時　
毎
週
木
曜
日
10
時
～
11
時

場
所　
泊
体
育
館

内�

容　
リ
ズ
ム
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

参�

加
費　
５
０
０
円

※
11
月
４
日
（
木
）
は
無
料

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）

【
コ
コ
カ
ラ
運
動
教
室
】

日�

時　
毎
週
火
曜
日

　
19
時
30
分
～
20
時
30
分

場
所　
ゆ
ア
シ
ス
東
郷
龍
鳳
閣

内�

容　
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
筋
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

定
員　
15
人

参
加
費　
５
０
０
円

※
龍
鳳
閣
の
会
員
は
参
加
費
３
０
０
円

と
通
常
の
会
員
使
用
料
が
必
要
で
す
。

そ�

の
他　

教
室
終
了
後
に
中
国
風
呂

へ
の
入
浴
は
で
き
ま
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策

の
た
め
、
時
間
差
で
の
入
浴
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
混
雑

を
避
け
る
た
め
、
後
日
入
浴
で
き

る
入
浴
券
配
布
の
対
応
を
し
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ　

ゆ
ア
シ
ス
東
郷
龍
鳳

閣　
（
℡
３
２ｰ

２
６
２
２
）

日�

時　
11
月
１
日（
月
）～
30
日（
火
）

13
時
15
分
～
14
時
15
分

ふ
れ
あ
い
総
合
相
談
所

健

康

相

談

日

特
設
人
権
・
行
政
相
談
所

運

動

教

室

そ
う
だ
ん

　このほど、（一財）自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業と
して行っている「コミュニティ助成事業」を活用して、光吉区が除雪機
とエアコンを整備しました。この事業は宝くじの収益金を財源に、地域
のコミュニティー活動の充実・強化を図ることにより、地域社会の健全
な発展と住民福祉の向上に寄与することを目的に実施しています。
■問い合わせ　役場企画課　（℡ 35-5311）

宝くじの助成金で備品を整備しました～光吉区～
コミュニティ助成事業

催
し
も
の

ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業

温
泉
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

32広報ゆりはま



　
20
日
土
９
時
30
分
～
み
ん
な
で
遊
ぼ
う

　
　
会
場
：
文
化
会
館

　
24
日
水
９
時
30
分
～
ハ
イ
ハ
イ
広
場

　
　
対
象
：
６
カ
月
～
12
カ
月
児

　
30
日
火
10
時
～
ハ
ッ
ピ
ー
子
育
て
講
座

　
　
会
場
：
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル

【
す
ま
い
る
広
場（
花
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
）】

　
１
日
、
15
日
月
10
時
～

　
　
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
製
作

　
　
（
要
予
約
・
各
５
組
）

　
10
日
、
24
日
水
９
時
30
分
～

　
　
木
の
実
製
作

【
サ
ン
サ
ン
広
場
（
羽
衣
会
館
）】

　
16
日
火
10
時
～
お
誕
生
会

【
休
日
診
療
】

　
８
時
～
翌
朝
８
時
（
日
・
祝
）

病
院
名
と
担
当
（
内
科
・
外
科
）

　
３
日　
厚
生
（
内
）・
清
水
（
外
）

　
７
日　
野
島
（
内
）・
北
岡
（
外
）

　
14
日　
垣
田
（
内
）・
清
水
（
外
）

　
21
日　
信
生
（
内
）・
野
島
（
外
）

　
23
日　
藤
井
（
内
）・
温
泉
（
外
）

　
28
日　
垣
田
（
内
）・
厚
生
（
外
）

　　　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
り
、「
オ
ー
プ
ン
デ
ー
」
は
中

止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
ぽ
か
ぽ
か
広
場
（
は
わ
い
こ
ど
も
園
）】

　
４
日
、
18
日
、
25
日
木

　
　
９
時
30
分
～
発
育
測
定

　
１
日
月
９
時
30
分
～
赤
ち
ゃ
ん
の
日

　
　
対
象
：
２
カ
月
～
12
カ
月
児

　
５
日
金
９
時
30
分
～

　
　
キ
リ
ン
公
園
で
遊
ぼ
う

　
　
（
現
地
集
合
）　

　
８
日
月
10
時
～
離
乳
食
の
お
は
な
し
会

　
10
日
水
９
時
30
分
～
赤
ち
ゃ
ん
広
場

　
　
対
象
：
２
カ
月
～
６
カ
月
児

　
17
日
水
10
時
～
プ
レ
マ
マ
広
場

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）

　
専
門
相
談
員
が
消
費
生
活
に
関
す

る
相
談
に
無
料
で
対
応
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日�

時　
▽
火
曜
日
～
土
曜
日
＝
９
時

～
17
時
30
分
▽
月
曜
日
、
祝
日
の

翌
日
＝
８
時
30
分
～
17
時

※
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
は
電
話
相

談
の
み
に
な
り
ま
す
。

場�

所　

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ
２
階
（
倉

吉
市
駄
経
寺
町
１
８
７
番
地
１
）

問�

い
合
わ
せ　
中
部
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
℡
２
２ｰ

３
０
０
０
）

　【
休
日
急
患
診
療
】

　
▽
内
科
・
小
児
科
（
中
部
休
日
急
患

診
療
所
）
９
時
～
21
時
（
日
・
祝
）
▽

歯
科
（
中
部
歯
科
医
師
会
口
腔
衛
生
セ

ン
タ
ー
）
９
時
～
15
時
（
日
・
祝
）
▽

小
児
科
（
県
立
厚
生
病
院
）
10
時
～
13

時
15
分
（
日
・
祝
）

くらしの情報

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

休

日

診

療

日

information

オ
ー
プ
ン
デ
ー

消

費

生

活

件　数　　    　　件  　（12）
死　者　　    　　人  　（  1）
重傷者　　    　　人  　（  2）
軽傷者　　    　　人  　（11）

１
０
１
０

交通事故 ９月中まとめ（年間累計）

人　口    　　　　人　（－     6）
おとこ    　　　　人　（－     2）
おんな    　　　　人　（－     4）
世帯数    　　　　戸　（＋     3）

16,639
7,984
8,655
6,408

人の動き ９月 30 日現在（前月比）

ごみの量 ９月（前年同月比）
家庭ごみ    　　　㌧  （-     0.5)223.4

【９月のごみ分別優秀集落】
松崎二、旭、藤津、宮内、白石、久見、
高辻、方面、引地、麻畑、羽衣石、三
通田、佐美、筒地、泊２、泊４、泊６

　乾電池は発火の恐れがあります。電極にテー
プを貼って「不燃ごみの日」または役場に設
置の「有害ごみボックス」に出してください。

■搬出方法・収集日を守りましょう
調 査 日
　１日
１３日
２３日
２９日

（前年９月：70cm）
透 明 度
８０cm
１１０cm
８０cm
８０cm

東郷池透明度調査〔９月〕

もっと身近で
もっと豊かな
東郷池へ

■職種　土木技師１人
■�受験資格　昭和 56 年４月２日から平成 16 年４月
１日までに生まれた人
■申込期限　11 月 22 日（月）17 時 15 分必着
■１次試験　12 月５日（日）
■採用予定日　令和４年４月１日（金）
■申し込み・問い合わせ　役場総務課（℡ 35-3112）

町職員採用資格試験
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 編
集
・
発
行
／
湯
梨
浜
町
役
場
企
画
課

 　
〒
682-0723 鳥

取
県
東
伯
郡
湯
梨
浜
町
久
留
19
番
地
1

 　
℡
0858 -35 -5305 FAX 0858-35-3697 電

子
メ
ー
ル
ykikaku@

yuriham
a.jp
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ゆ
元気いっぱい！！

キッズ
りはま

H30.10.28 生まれ（旭）
（悠平さん・萌愛さん）

河本  舜
み つ き

生ちゃん
元気いっぱいのみつくん　これからも
みんなと笑顔で楽しく過ごそうね

H29.10.11 生まれ（佐美）
（祐介さん・伊代さん）

中野  心
しんぺい

平ちゃん
４才おめでとう　好奇心旺盛な
心平くん　たくさん遊ぼうねー

HAPPY
BIRTHDAY!!

月生まれ
10.11

H29.10.13 生まれ（久留東）
（淳さん・真奈美さん）

中本  瞬
しゅんき

生ちゃん
４歳おめでとー　いつも元気いっぱいの
瞬生くん　いっぱいの笑顔をありがとう

エリンギと小松菜のマヨ炒め
♪

Y
u
rih
a
m
a

広
報
ゆ
り
は
ま

2021

11

く
ち
ぶ
え

　

身
ぶ
り
手
ぶ
り
の
み
で
噺は

な
し

を
進
め
、
演
者
の
技
巧
で
聞

き
手
を
魅
了
す
る
伝
統
芸
能

「
落
語
」。
先
日
、
三
朝
町
と

倉
吉
市
で
開
催
さ
れ
た
春
風

亭
一
之
輔
独
演
会
に
足
を
運

ん
で
き
ま
し
た
。
初
め
て
の

生
落
語
で
し
た
が
、
演
者
と

聞
き
手
が
一
体
と
な
っ
て
つ

く
り
あ
げ
る
「
笑
い
の
空
間
」

に
と
て
も
感
激
し
ま
し
た
。

　

調
べ
る
と
、
落
語
は
噺
の

最
後
に
必
ず
オ
チ
が
用
意
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
ま
と

ま
り
が
な
く
落
ち
着
か
な
い

こ
の
編
集
後
記
で
す
が
、
愉

快
な
話
を
お
届
け
で
き
る
よ

う
励
ん
で
い
き
ま
す
。

■材料（２人分）
エリンギ…１パック、小松菜
…1/2 パック、マヨネーズ…
大さじ 1.5、塩・コショウ…
各少々
■作り方
①�エリンギは繊維に対して垂
直に１cm幅で切り、片面に格子状の隠し包丁を入
れる。小松菜は洗って、３cm程度の長さに切る。
②�フライパンにマヨネーズを入れて中火にかけ、エ
リンギと小松菜を炒める。エリンギはあまり動か
さずこんがり焼き色をつける。
③�エリンギと小松菜に火が通ったら塩、コショウで
味を調えて器に盛る。
■ワンポイントメモ
　同じ食材でも切り方を変えるだけで食感が変わり、
違った味わいになります。隠し包丁を入れることで
味も絡みやすくなります。
■問い合わせ　役場健康推進課（℡ 35-5375）

♪

野菜を手軽においしく食べよう
let's eat vegetables!

★

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響で１年
延期になった東京パラリンピック。161 の国・地
域と4,403人の選手が22競技540種目に参加し、
13 日間の熱戦を繰り広げました。
　形の異なる３種類の四角形が組み合わされた
公式エンブレム「組

くみいちまつもん

市松紋」には、国や文化、思想、
障がいの有無などさまざまな違いはあっても互
いに尊重し、つながっていく「多様性と調和」
の願いが込められています。
■�私たちにできることは―　
▼パラスポーツに親しむ
▼�語学・文化講座などへの参加や、ホストファ
ミリーをする
▼�手話、点訳、音訳、要約筆記を始める
■問い合わせ　役場企画課（℡ 35-5304）

みんなで取り組む  SDGs Vol.7
10. 人や国の不平等をなくそう

！ ♪ ★

　住所・氏名・生年月日・保護者
氏名・電話番号・35 字程度のコメ
ントを添えて、メールにて役場企
画課にお申し込みください。掲
載後には、Ａ４版の拡大写真を
プレゼントします。
※申し込み後５日以内に担当者
からの受領報告がない場合は、
役場企画課へご確認ください。
※Ａ４版の拡大写真は、画像が
粗くなる場合があります。

満４歳までのお子さんの
写真を募集

【12月生まれの締め切り】
11月４日木（先着順）

H29.11.11 生まれ（長瀬中央）
（修人さん・知絵理さん）

土居  永
え み の

実ちゃん
祝４歳　パパより気の効くのんちゃん
いい子に育ってくれてありがとう

！

R1.11.15 生まれ（長瀬中央）
（修人さん・知絵理さん）

土居  由
ゆ き や

弥ちゃん
祝２歳　ママよりお片付けが大好きなきぃ
くん　これからも元気にすくすく育ってね♪！

H29.10.14 生まれ（新川）
（有司さん・絵里さん）

西原  愛
あ い り

麗ちゃん
４歳おめでとう　これからも元
気にすくすく大きくなってね♪

！

H29.11.9 生まれ（長瀬中央）
（晃明さん・明美さん）

根鈴  歩
あゆむ

ちゃん
４歳おめでとう

歩の笑顔は世界一　大好きだよ～！

！

★
★

R1.11.16 生まれ（長和田）
（充博さん・美菜さん）

笠見  茜
あ き

綺ちゃん
あきちゃん、２歳おめでとう　歌とカル
タが大好き　たくさんお話しようね♪

！

！

！
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